
稔台市民 センタ ーで行われた育児教室。写真は、保健師 （中央）が赤ちゃんの身体
測定をし、健康推進員が母子健康手帳に身長や体重を 記入し ている ところ です

育児教室に参加していた

木下淳子さ んと勝義さ ん

子ども が生後3 ヵ 月の頃 、

健康推進員さんが家庭訪問に

来てくれた時には 、怖い事件

が多＜で玄関を開けることが

できませんでした。その時に 、

来訪理由を書いたチラシをお

いていってくれたので 、2回

目からは安心して相談ができ

ました。推進員さんは 、自分

の親のような年齢の人で、親

身に話を聞いてくれるので 、

とても助力Xりました。

育児教室には3 度目の参力[]

ですが、たくさんの赤ちゃん

に会え、お母さんのお友達も

増えて、喜んでいます。

健康についてのご相談は、合

近＜の保健福祉センターまたは

市役所 ・支所内の市民健康相談

室をご利用ください。

固 中 央 保健 福 祉 セン タ ーa

366-ﾜ ∠189　小金保健福祉セン

ター公346-5601　 常盤平保健

福祉センター昔38 ∠1―1333　 常

盤平保健福祉センター六実保健

室昔38 ∠1―2583

食を通し て

４
月
１
日
、
松
戸
市
健
康
推
進
員
が

新

た

に

委

嘱

さ

れ
ま

し

た

。

健

康

推

進

員

は

、
松

戸

市

民

の

中

か

ら

市

政

協

力

委

員

に
よ

る

推

薦

を

受

け

、

三

年

の

任

期

で

市

長

か

ら

委

嘱

さ

れ

ま

す

。

こ

の

制

度

は

、

昭

和
4
7
年

に

母

子

保

健

推

進

員

制

度

と

し

て

三
十

余

人

か

ら

ス

タ

ー

ト

し

、

昭

和
6
0
年

に

現

在

の

名

称

に

な

り
ま

し

た

。

今

回

委

嘱

さ

れ

た

二

百

三

十

三

人

の

健

康

推

進

員

は

、
市

民

の

健

康

づ

く

り

に
つ

い

て

の

地

域

と

行

政

の

パ

イ

プ

役

と

し

て

、

市

内

各

地

域

で

活

動

し

て

い

ま

す

。

健

康

や

子

育

て

に
つ

い

て

の

相

談

、

ま

た

健

康

に

つ

い

て

の

市

の

事
業

・

制

度

を

知

り

た

い

と

き

な

ど

、

お

近

く

の

健

康
推

進

員

に

お

気

軽

に

声

を

か

け

て

く

だ

さ

い

。

圖

保

健

福

祉

課

保

健

係

容
一
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・
7
4
8
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学
ん
だ
成
果
を
地
域
で
生
か
す

二
つ
目
の
柱
は
、
家
庭
訪
問
や
、
保

健
福
祉
課
事
業
の
見
学
お
よ
び
協
力
な

ど
の
実
践
的
活
動
で
す
。

妊
娠
中
や
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た

健
康
づ
く
り
の
基
本
を
学
ぶ

活
動
内
容
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
で

す
。
一
つ
目
は
、
お
お
む
ね
月
一
回
の

地
区
連
絡
会
で
、
主
に
保
健
師
に
よ
る

研
修
を
受
け
ま
す
。
一
年
目
は
自
分
の

健
康
と
母
子
の
健
康
に
つ
い
て
、
二
年

目
以
降
は
身
近
な
人
の
健
康
に
つ
い
て

と
、
段
階
を
追
っ
て
学
習
し
ま
す
。
他

に
栄
養
士
、
運
動
指
導
員
等
に
よ
る
実

習
も
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
学
習
を
基

に
し
て
、
ま
ず
、
自
分
や
身
近
な
人
の

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
考

え
た
り
し
て
い
ま
す
。

ば
か
り

の
頃
は
不
安

や
心

配
事

が
多

い

も
の
で
す

。
子
育
て

の
経
験

が
あ
る
健

康
推
進
員

が
、
研
修

で
学
ん
だ

情
報
を

持

っ
て

直
接
ご
家

庭

に
伺
う

こ

と
で

、

「
話

を
し

た

だ
け

で

気
持

ち

が
軽
く

な

っ
た
」
「
な

か
な

か
外
出

で
き

な

か

っ

た
け

れ
ど
、
市

の
事
業

の
お
知

ら
せ
チ

ラ
シ
を
届

け
て

も

ら
え

て
よ

か

っ
た
」

と

？

ユ

尸
が
寄

せ
ら

れ
て

い
ま
す
。
ま

た
、
訪
問
し
た
お
宅
で
「
そ
う

い
え

ば
、

恰

尸
市
の
基
本
健
康
診
査

は
ど
う
や

っ

て
受

け
る

の
？
・
」
な

ど
の
質
問
を
受
け

た
時
は
、
基
本
健
康

診
査

や
各
種

が
ん

検

診

の
登
録

に

つ

い
て

お
知

ら
せ

し

、

病
気

の
予
防
や
早
期
発
見

の
大
切

さ
を

伝
え

て

い
ま
す
。

こ

の
よ
う
な
相
談

や
質

問
で
、
専
門

職
に
よ

る
対
応

が
必
要

な
時
は
、
地
区

担
当

の
保
健
師
と
連

絡
を
と
っ
て

い
ま

す
。
平
成
1
4年
度

の
家

庭
訪
問
件
数

は

一
万

二
百

十
七
件
で

、
健
康
推
進
員

一

人

が
年
間

で
四

十
四

回
の
訪
問
を
し

た

こ
と
に
な
り
ま
す

。

他

に

は
、
「
マ

マ

パ
パ
学
級

」

を
見

広
げ
よ
う
健
康
づ
く
り
の
輪

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
ま
ず
健

康
推
進
員
自
身
が
健
康
づ
く
り
に
関
心

を
持
ち
、
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
、
さ
ら
に
周
囲
の
人
に
も
働
き
か
け

て
、
健
康
づ
く
り
の
輪
が
広
が
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

あなたの健康づくりを応援します

食生活改善推進員は、「ヘルスメイト」の

愛称で、「私たちの健康は私たちの手で」を

合言葉に、30 人が活動しています。毎月の

定例研修会で学習したことをまず自ら実践

し 、家族へ、ご近所・地域の人たちへと望

ましい食生活の輪を広げています。

21 世紀の国民健康づくリ運動「健康日本

21 」の松戸版である 、「健康松戸21 」の実

践者として

「主食・主菜・齏菜をそろえよう」

「朝食を必ず食べよう」

「今より１囗1皿野菜料理を増やそう」

「1日1［O］牛乳・乳製品をとろう」

をテーマにした普及活動や、おいしく健康

になれる簡単メニューの紹介や料理講習会

の開ｲ崔、食生活と健康に関す

るリーフレットの配布等を行

っています。

ｍ 保健福祉課保健係登366 -

ﾜ∠186

学
し
た
り
「
育
児
教
室
」
の
受
付
を
担

当
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
内
容

を
見
た
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
感
想

を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
家
庭
訪
問

で
の
ご
案
内
を
よ
り
具
体
的
に
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

材料（4人分）

レンコンワOg 、大根100 g 、ニン

ジン20g 、干しシイタケ2枚、キュ

ウリ1 本 、調味 料（酢大さじ３と

1/3 、砂糖大さじ1 と1/2 、醤油大

さじ2/3 、ゴマ油大さじ2/3 、塩小

さじ1/2 弱、赤唐辛子１本）

作り方

①レンコンはうす切りにし て酢水

にさらす②大根、ニンジンは∠1餘長

さのせん切り 、干しシイタケは水

で戻してせん切り 、半ユウリも せ

ん切りにする③調味料を合わせて

（唐辛子は種を除き小口切り）キュ

ウリを除いた材料を混ぜ、耐熱容

器に入れてラップをし 、電子レン

ジで2 分加熱する。全体を混ぜ、さ

らに1 分30 秒力口熱する④キュウリ

を加え、冷まして器に盛る

（1人当りエネルギー114 キロカロ

リー塩分0.ﾜｇ）

駅へ向かう路地で見覚えのある親子

に出会いました。すれ違う時目が合っ

てニッコリあいさつされました。後で

家庭訪問の時お会いした人だと気が付

きました。初めて会った時よりはつら

勹淞沓狎秀鏖しん？口る柆郤がう かが

何もわからず健康推進員になって3
年、妊婦さんや赤ちゃんの家庭訪問、
ママパパ学級、離乳食教室、そして育
児教室のお手伝いを通して多くのふれ
あいがあり、私にとって素晴らしい財
麻になりました。

こ
ん
に
ち
は

健
康
推
進
員
で
す

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

6月13 日

保健福祉センターで地区連絡会があり、最近の育児について学習した。

訪問依頼を受け取った。

6月25 日

今日は仕事が休みだったので時間か取れ、3ヵ月の赤ちゃんがいるＡさん

のお宅を訪問した。2 頏の上のお子さんが「赤ちゃん返りして甘えて困る」

と、とても疲れた顔だった。

また、「上の子と同じように育てているつもりだが、うまくいっているか

心配で…」と言われたので 、良いアドバイスがあるか保健師に聞いてみま

すと話した。

6月26 日

地区担当保健師仁電話すると、［こちらから連絡してみます］との事だっ

た。

7月6日

今日は育児教室があった。かわいい赤ちゃんがたくさん参加していた。

その中に、この前訪問しかＡさんの姿があった。「保健師がゆっくり話しを

聞いてくれた。一人で悩みすぎていたみたい。思い切って家族に相談した

らと言われたので話をしたら、そんなに思いつめていたの？と理解して＜

れて、すっきりしか」と、明るい顔で声をかけてくれた。

7月8日

地区連絡会で、この１ヵ月の活動を報告した。

え、何よりうれしい瞬四です。 馬橋地区　太田さん

小金原地区　近藤さん

健康推進員　ＯＢから一言

ある健康推進員の日記から

野菜をもう1皿増やそうメニュー

｢電子レンジで簡単なます｣



電子計算機処理による
個人情報の保管等に係る業務の公表について

機関名 業務名 主な収集項目 対象者

市長

市民税
氏 名 づ 主所 、収 入 、控除 、課 税 標 準 、

税 額 、口 座 、勤 務 先

納税義務者固定資産税
氏 名 、住 所 、物 件 所 在 、地 積 、地 目 、

評 価 、建 築年 、課 税 標 準 、税 額 、口 座

軽自動車税
氏 名 、住 所 、標 識 番 号 、車 種 、税 額 ，

口 座

住民記録
氏 名 、住 所 、性 別 、続 柄 、世 帯 主 、本

籍 、筆 頭 者

住民

印鑑登録
氏 名 、住 所 、性 別 、印 鑑 登 録 年 月 日 、

印 影

外国人登録
氏 名 川 主所 、性 別 、生 年 月 日 、続 柄 、

国 籍
外国人

国民年金
氏 名 、住 所 、基 礎 年 金 番 号 、資 格 、得

喪 年 月 日
加入者

国 民 健 康 保 険
氏 名 、住 所 、記 号 番 号 、資 格 、得 喪 年

月 日 コ 呆険 料 、口 座 、診 療 報 酬 額
樹呆険者

介護保険
氏 名 、住 所 、記 号 番 号 、資 格 、得 喪 年

月 日 、保 険 料 、口 座 、介 護 状 況
被保険者

保育
保 護 者 氏 名 、住 所 、児 童 氏 名 、所 得 、

保 育 料
保護者

下水道 氏名、住所、使用料、口座 使用者

生活保護

氏 名 、住 所 、性 別 、生 年 月 日 、続 柄 、

職 業 、就 労 状 況 、口 座 内 容 、電 話 番 号 、

扶 助 額

受給者

教 育 委 員 会
入学 通 知 ・学

齢 簿 作 成

氏 名 、住 所 、性 別 、生 年 月 日 、 保 護 者

氏 名

小 ・中 学 校 就

学 児 童 生 徒

市では、国が提唱するコミュニティスクールの実践的・先端的試みとして

サタデーコミュニティスクール事業を実施します。スクールは地域コミュニ

ティの 意゙欲。 企゙画。 人゙材。などの「地域力」の発掘を目指す、新しいス

タイルの公立学校（コミュニティスクール）の実験校として、公募により選

ばれたスクール長が提案する方針により、計画的・継続的に運営されます。

固教育委員会 生涯学習本部 企画管理室登366-7455

そんなあなたがスクール長

Q3 …募集は？

A3 …7月ワ日（月）～31 日休）の間にプランを提出してください。

プランでは，①活動場所②活動内容③教育方針④経営方針

を明確にします。詳細についてはお問い合わせください。

Q4 …スクールはいつ開かれるの？

A4 …10 月～平成16 年3 月下匂の各土曜日午前中

です。（小中学校の冬・春休み中は除く）

Q5 …どこでやっているの？

A5 …スクう レ長のプラン（原則として市の施設）で決定します。

サ
タ
デ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

ス
ク
ー
ル
長
を
募
集
し
ま
す
!
!

※コミュニティとは一般的に、居住地域や生活地域を共有し 、その地域で日々の

生活を営み、自主性と責任を自覚した住民の皆さんが信頼感で結ばれた生活の

場、あるいはそのような場でいろいろな共通目標を持った集団の呼称です。

※教育委員会のホームページでも情報を提供しています。市のホームページ（ア

ドレスは一面右上参照）からリンクしてください。

職種（区分）
採 用 予 定

人 数
受験資格

事務職

(大卒)

50 人程度

・ 昭 和 ∠t8年4 月２ 囗 以 降 に 生 ま れ 七 人 で 、 大 学 を 卒

業 ま た は 平 成 巧 年 度 卒 業 見 込 み の 人

(短 大 ・

高 卒)

Ｊ 爵[]50 年4 月２日 以 降 に 生 ま れ た 人 で 、 短 期 大 学

も し く は 高 等 専 門 学 校 を 卒 業 ま た は 平 成15 年 度 卒

業 見 込 み の 人

・ 昭 和52 年 ∠t月２日 以 降 に 生 ま れ た 人 で 、 高 等 学 校

を 卒 業 ま た は 平 成 巧 年 度 卒 業 見 込 み の 人

保育士 10人程度

・ 昭 和48 年4 月 ２日 以 降 に 生 ま れ た 人 で 、 大 学 を 卒

業 し 保 育 士 の 資 格 を 有 す る 人 、 ま た は 平 成 巧 年 度

卒 業 見 込 み の 人 で 平 成 旧 年3 月31 日 ま で に 保 育 士 の

資 格 取 得 見 込 み の 人

・ 昭 和50 年4 月 ２日 以 降 に 生 ま れ た 人 で 、 短 期 大 学

も し く は 高 等 専 門 学 校 を 卒 業 し 保 育 士 の 資 格 を 有 す

る 人 、 ま た は 平 成 巧 年 度 卒 業 見 込 み の 人 で 平 成16

年3 月31 日 ま で に 保 育 土 の 資 格 取 得 見 込 み の 人

消防職 10人程度

・昭 和48 年4 月 ２日 以 降 に 生 ま れ た 人 で 、 大 学 を 卒

業 ま た は 平 成 售 年 度 卒 業 見 込 み の 人

・日研 口50 年4 月 ２ 囗 以 降 に 生 ま れ た 人 で 、 短 期 大 学

も し く は 高 等 専 門 学 校 を 卒 業 ま た は 平 成 巧 年 度 卒

業 見 込 み の 人

･･ 昭 和52 年4 月２ 日 以 降 に 生 ま れ た 人 で 、 高 等 学 校

を 卒 業 ま た は 平 成 諂 年 度 卒 業 見 込 み の 人

東松戸病院ではﾜ 月から 、下記の

専門外来を開設しました。これらの

病気でお悩みの人はお気軽に相談＜

ださい。

○生活習慣病外来

対象糖尿病・高血圧症・高脂血症・

肥満等を有する人

外来日時毎週月～金曜日の午前9時

～11 時

○もの忘れ外来

対象最近もの忘れが気になる人

外来日時毎週水曜日午前9時～11 時

どちらの外来も予

約は不要です。保険

証を持参の上、直接
病院の受付で診療申
し込みをしてくださ
い。

固東松戸病院総務課
医事係2*391―5500

関台区画整理事業地内の保留地（宅地）を販売してい

ます。いずれも北総線松飛台駅から徒歩2 分以内で、本換

地なのですぐに所有権移転および抵当権設定登記が可能

です。また、売買に伴う仲介手数料の必要はありません。

ぜひこの機会匚ご検討ください。

番 号 地 積 （ΓΥi） 1げ 当 た り 単 価 （円 ） 売 却 額 （ 円 ）

① 613.ﾜ1 165,000 101,262,150

② 156.81 163,000 25,560,030

③ 15ﾜ.巧 159,000 24,986,850

結

婚

五

十

周

年

を

迎

え

た

ご

夫

婦

に

お

祝

品

を

贈

呈

し

ま

す

。

対

象

昭

和
2
8
年

９

月

１

日

～
2
9
年

８

月
3
1
日

に

精

姙
し

た

市

回

仕
住

の

夫

婦

贈
呈

品

お

し

ど

り

の
置

物

※

本

人

の
申

請

で

贈
呈

し

て

い

ま

す

。

知
口

合

い
で

該

当

す

る

人

が

い

た
ら

、

教
え

て

く

だ

さ

い
。

圃
８

月

１

日

幽

〔
必

着

〕

ま

で

に

、
（

ガ

キ

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

に

夫

婦

の

氏

名

・
住

所

・
電

話

番

号

・
結

婚

年

月

日

・

町

会

名

を

記

人

し

て

、

干
2
7
1
－
0
0
9

4
松

戸

市

上

矢

切
二

九

九

の

Ｉ
　

総

合

福

祉

会

館

内

松

戸

市

社

会

福

祉

協

議
会

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー

（
｛
‥一
3
6
2
・
5

9
6
3

隰
3
6
8・
0
5
3
6

｝
　へ

一

口

に

目

腔

が

ん

と

い

っ
て

も

、

組

織

型

の
違

い

な

ど

に

よ

り

韃

平

上

皮

が

ん

や
、

腺

が

ん

、

肉

腫

、

悪

性

リ

ン

パ

腫

な

ど

が

あ

り

ま

す

。

口

腔

が

ん

ば
圧

倒

的

に

上
皮

性

の

が

ん

が

多

く

、

こ

こ

で

は

一

般

的

に
扁

平

上

皮

が

ん

を

中

心

に

述

べ

て

い
き

た

い

と

思

い
ま

す

。

目

腔

が
ん

は
、

初
期

は

一

般

に

疼

痛

は

あ

っ
て

も

刺

激

物

が
し

み

る
程

度

の

ご

く

軽

い
も

の

で

す

が

、

進

行

す

る

に

つ

れ

て

、

歯
肉

が

ん

で

は

原

因

不

明

の

歯

痛

を

生

じ

た

り

、

義

歯

の
不

適

合

や

外

来

刺

激

に

よ

る

出

血

が

お

こ

る

な

ど

の
自

覚

症

状

か

ら

気

づ
く

こ

と

が
多

い
よ

う

で

す

。

舌

や

頬

粘

膜

な

ど

の
可

動

性

粘

膜

で

は

、

咀

嚼

時

の

異

物

感

や
運

動

障

害

を

感

じ

る

よ
う

に

な

り

ま

す

。

い
ず

れ

も

進

行

す

る

と

強

い
痛

み

を

生

じ

て

き

て

、

末

期

に

は

激

痛

と

な

る

こ

と

が

多

く

な

り

ま

す

。

私

た

ち

歯

科

医

は
、

口

の

中

に

あ

る
腫

瘍

の

診

断

で

注

意

す

る

臨

床

症

し
ゅ
ち
ょ
う
　
か
い
よ
う

状

と

し

て

は

、

腫

脹

、

潰
瘍

、

と

深

し
ん
し
ゅ
ん
　
　
　

こ
う
け
り

部

浸

潤

拡

よ

る

硬

結

（
し

こ

り

）
で

、

こ

れ

ら

は

口

腔

が

ん

に

お

い
て
共

通

し

た

症

状

で

す

。

目

腔

が

ん

は

視

診

上
の
型
と
し
て

、
膨
隆
型

、
潰
瘍

型
、

肉

芽
型
、
白
板
型

、
乳
頭
型

の
五

つ

に
分
類
さ

れ
ま
す

。
こ
れ
ら
視

診
上

所
見
に
加
え
、
Ｘ

線
所
見

（
歯
肉

が

ん
で
は
重
要
）
、
病
変
の
浸
潤

部
位

、

転
移
の
有
無
と
状
況

な
ど
を

総
合
的

に
見
て
診
断
を
し

て
、
疑
わ
れ

る
場

合
に
は
最
終
的

に
は
生
検
に
よ

る
病

理

組
織
学
的
診
断

で
診
断

が
下

さ
れ

ま
す
。
病
理
診
断

な
ど
精
密
な
診
断

は
設
備
の
整

っ
た
大

学
病
院

あ
る
い

は
総
合
病
院

の
口
腔
外

科
に
て
行

わ

れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し

ろ
口

腔
が
ん
も
早
期

の
発
見

が
決
め
て

で
す

。
最
近
隣
接

す
る
柏
市

・
沼
南
町

で
は
柏
歯
科
医

師
会

主
催
に
よ
り
口

腔
が
ん
検
診
を

行

っ
て

い
て
、
市
民

の
好
評
を
得
て

い
る
よ
う
で
す

。
松

戸
歯
科
医
師
会

で
も
現

在
口
腔

が
ん

検
診
を
計
画
し

て
い
る
段
階
で
す

。
も
し

実
施
で
き

る
よ
う

に
な
っ
た
時

に
は
「
広
報
ま

つ
ど
」
で
お
知
ら
せ

が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で

は
、
も
し
異
常

が
疑

わ
れ
る
と
思
弓
方

は
か
か
り

つ

け

の
歯
科
医
に
相
談
し

て
み
て
く
だ

さ
い
。

（
松

戸

歯

科
医

師
会

）

口
腔
が
ん
に
つ
い
て
　
パ
ー
ト
２
（
症
状
、
診
断
）

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

歯

を

大

切

に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫

、
大
丈
夫

109

廱域の人たちみ

んなで環境問題

に取Ｕ組もう。

匕戸 市の 伝 寢

芸能を 若 い 世

代に伝 え よう 、

才 どもやお年寄

りにパソコンを

､教えたいなあ。

「松戸市個人晴報の保護に圉する条例」に基づき、電子計算機処理によ

り行っている個人情報の保管等に係る業務の主なものをお知らせします。

電子計算機処理による個人情報の保管等に係る主な業務
QI …スクール長の資格は？　　AI･ ‥市内在住の18 歳以上の人です。

Q2 …コミュニティスクールつてどんなことするの？

A2 ‥･日本でたった一つの「地域のスクール」を

スクール長のプランで実施します。

松戸市
職員募集

平

成
1
5
年

度

の

松

戸

市

職

員

採

用

試

験

を

行

い
ま

す

。

受

付

期

間
・：

７

月

７

日

興
～
1
4
日

興

王

・
日

曜

日

を

除

く
）

午

前

９

時

～

午

後

４

時
3
0
分

受

付
場

所
：

市

役

所

本

館

二

階

大

会

議

室

試

験
日

…

７

月
2
7
日

㈲

会

場
・：
市

立

松

戸

高

等

学

校

※

必
要

書

類

は
７

月

７

日

興

か

ら
人

事

課

で

配

布

し

ま

す

。

固

人

事

課

人

事

係

昔
3
6
6・
7
3
0
6

保留地販売　残りは3画地！

関台土地区画整理組合S388- 萌88

結
婚
五
十
周
年
ご
夫
婦
に
お
祝
品

東松戸病院

専門外来の開設



松戸市制施行60 周年記念

第２回子ども・本まつり

今 年も 、市 立図 書館 と叫 松戸 市 お は なし キ ャ ラ バン で は 「 子 ども ・本 まつ り 」を 圜

催し ま す。 今 年 は 松戸 市制60 周 年 記 念 とし て 、会 場も 市 民 劇 場 ・市 民会 館 の2 会場 で

行い ます 。 － おは なし 好 き か ら 本好 きヘ ーを テ ーマ に 、お は なし 好 きは 市 民 会 館 でお

はなし会を、本好きは市民劇場でたくさんの本とふ

れてみてください。

期日…ﾜ月19 日出

時間…午前10 時30 分～午後3時30 分(開場午前10 時)

会場…市民会館／市民劇場

(どちらの会場も駐車場はありません)

費用…入場無料

⑤
監
査
の
テ
ー
マ
＝
市
税
・
国
民
健
康
保

険
料
お
よ
び
使
用
料
等
の
収
納
事
務
に
つ

い
て

○
監
査
の
対
象
部
局

＝
収
納
課

（
市
税
）
、

保
険
課

（
国
民
健
康
保

険
料

）
、
保
育

課

（
保
育
所
保
育
料
）
、
住
宅
課

（
市

営
住
宅

使
用
料
）
、
下
水
道
普
及
課

（
下

水
道
使

用
料

・
受
益
者
負
担
金
）
、
水
道
部
総
務

課
（
土

求
道
料
金
）

Ｏ
監
査
の
方
法

＝
平
成
1
3年

度
に
行
わ
れ

た
収
納
事
務
に
つ
い
て
、
各
部
局
か
ら
資

料
提
出
及
び
関
係
職
員
か
ら
説
明
を
求
め

監
査
を
実
施
し
た
。

Ｏ
監
査
結
果
の
概
要

監
査
の
結
果
、
主
な
指
摘

・
要
望
検
討

市民劇場

ホール…「自由研究のコ ンヽのコツ」

①午前10時∠旧分から ②午後1時から

第1 会議室…展示「私の好きな本アン

ケートより」

第2 ・3会議室…「実験・観察・工作」

いろいろチャレンジしてみよう 、ほか

市民会館

午前…アニメーション「ロージーのお

さんぱ」・人形劇「アラジンとまほう

のランプ」ほか

午後…紙芝居「やまなしもぎ」・人形

劇「おだんごぱん」・絵巻物「ねずみ

のよめいり」

※本の貸し出しも行っていますので、図書カードをお持ちください。

固市立図書館登365- 引15 、侑聨公戸市おはなしキャラバンS344-303｢Z

事
項
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
延
滞
金
の
徴
収
に
つ
い
て

延
滞
金
は
、
債
務
履
行
の
遅
れ
に
対
す

る
遅
延
利
息
と
い
う
損
害
賠
償
の
性
格
を

有
し
、
ま
た
、
納
期
内
納
付
者
と
の
負
担

の
公
平
性
の
確
保
お
よ
び
納
期
内
納
付
の

促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
徴
収

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
市

税
、
国
民
健
康
保
険
料
等
に
つ
い
て
は
徴

収

の
徹
底
を
図
り
、
使
用
料
・
負
担
金
等

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
延
滞
金
の
徴
収
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

②
滞
納
処
分

呈

押
え
等
）
に
つ
い
て

市
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
に
お
い

て
厳
格
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
市

税
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
財
産
差
押
え

等
の
法
的
措
置
は
と
ら
れ
て
い
な

い
。
し

か
し
、
他
の
納
付
者
と
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
、
ま
た
債
権
を
確
実
に
保
全
す
る
と

い
う
見
地
か
ら
、
滞
納
処
分
の
実
施
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

⑤

不
納
欠
損
処
分
に

つ
い
て

不
納
欠
損
処
分
は
、
法
令
の
規
定
に
基

づ
き
行
わ
れ
る
。
不
納
欠
損
処
分
に
至
る

ま
で
に
は
、
納
付
指
導
、
滞
納
者
の
実
態

老
人
医
療
受
給
対
象
者
の

昨

年
1
0
月

の
医

療

制

度

改
正

に
よ

り

、

老

人

医

療

受

給

対

象

者

に

は

、
医

療

機

関

で
受

診

さ

れ

る

際

、

所

得

の

状

況

に

応

じ

て

、

か

か

っ
た

医

療

費

の

一

割

ま

た

は

二

割

（
一
定

以

上

所

得

者

注
１

）

の

負

担

を

お

願

い
し

て

い
ま

す

。

老

人

医

療

受

給

対

象

者

の

負

担

の

区

分

に

つ

い
て

は

、

今

年

度

は

、

８

月

１

日

現

在

の
世

帯

状

況

お

よ

び
平

成
1
5
年

度

（
平

成
1
4
年

分

）

市

民
税

の

課

税

所

得

を

も

と

に

判

定

を

し

、
負

担

割

合

が

変

更

と

な

る

大

に

だ
け

新

た

な

一

部

負

担

金

の

割

合

を

表

記

し

た
医

療

受

給

者

証

を

作

成

し

、

交

付

し

ま

す

。

新

し

い
負

担

区

分

の

適

用

は

８

月

１

日

剛

か

ら

で

す

。

７

月

下

旬

に

負

担

区

分

変

更

の

大

に

新

医

療

受

給

者

証

を

お

送

り

し

ま

す

。
新

医

療

受

給

者

証

が

送

付

さ

れ

た

人

の
現

在

使

用

中

の

受

給

者

証

は

、

７

月
3
1
日

本

ま

で

使

用

で

き
ま

す

が

、

８

月

１

日

以

降

な

る

べ
く

早

ぐ

返

却

す

る

よ

う

お
願

い
し

ま

す

。

把
握
等
を
確
実
に
行

い
、
負
担
の
公
平
性

を
欠
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
最
善
の
努
力

を
尽
ぐ
す

べ
き
で
あ
る
。

④
点
検
体
制
の
機
能
分
化
に
つ
い
て

公
金
の
徴
収
業
務
に
は
厳
正
な
事
務
処

理
が
要
求

さ
れ
、
管
理
点
検
は
基
本
的
に

別
の
部
門
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
機

能
分
化
を
図
る
こ
と
は
、
組
織
管
理
上
に

お

い
て
は
必
須

の
条
件
で
あ
り
重
要
な
役

割
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
機
能
分
化
に
つ

い
て
早
急
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

⑤
情
報
の
共
有
化
に
つ
い
て

滞
納
者
情
報
は
滞
納
整
理
を
円
滑
に
進

め
る
上
で
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
収
納
課
以
外
は
、

い
ず
れ
も
卜

分
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
は

滞
納
者
と
の
折
衝
記
録
等
を
、
正
確
か
つ

詳
細
に
記
録
し
、
情
報
の
共
有
化
を
図
る

と
と
も
に
、
滞
納
管
理
シ
ス
テ
ム
等
の
電

算
化
も
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑥
口
座
振
替
の
促
進
に
つ
い
て

口
座
振
替
は
、
納
入
義
務
者
の
利
便
性

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
徴
収
事
務
を
よ

り
効
率
的
、
効
果
的
に
執
行
す
る
点
か
ら

も
、
ま
た
滞
納
の
発
生
防
止
に
つ
い
て
も

注
１

一
定
以
上
所
得

者
と
は
、
次

の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
大
を
言

い
ま
す
。

①

課
税

所
得
が
、
百

一
十

囮
‥万
円

以
上

の
老
人
医
療
受

給
対
象
者

②
老

人
医
療
受

給
対
象

者
あ
る

い
は
課

税

所
得

が
百
二
十
四
万
円
以

上
の
七
十

歳
以
上
の
大
と
、
同
一

の
世

帯
に
属
す

る
老
人
医
療
受
給
対
象

者

た
だ
し
、
右

の
基
準
に
該
当
す

る
場

合

で
も
、
同
一
世

帯
に
属
す

る
老
人

医

療

受
給
対
象

者
お
よ
び
七
十
歳
以

上
の

人
の
収
入
（
世
帯
収
人

）
の
合
計
額

が
、

六
百
三
十
七
万
円

（
同

一
世
帯
内

に
他

の
老
人
医
療
受

給
対
象

者
ま

た
は
七
十

歳
以
上

の
人

が
い
な

い
場
合
に

は
、
四

百
五
十
万
円
）
に
満
た
な

い
場
合

に
は
、

申
請
す

る
と
一
割
負

担
と
な
り
ま
す

。

※
課
税
所
得
と
は

、
市
町
村
民
税

課
税

の
際

、
収
入
額

か
ら
必
要
経
費

や
各

種
控
除
を
除
い
た
後
の
金
額

の
こ
と

昌
保
険
課
老
人
保

健
担
当
室

登
3
6
6
・
７

有

匐
な
手
段
で
あ
る
と
考
え

る
。
現
在
各

課
に
お
い
て
も
口
座
振
替
の
促
進
に
努
め

て
い
る
が
、
未
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
市
の
全
て
の
収
納
金
に

つ
い
て
口
座
振
替
を
基
本
と
し
、
こ
れ
を

強
力
に
推
進
す
る
こ
と
が
、
収
納
率
の
向

上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

る
。

⑦
全
庁
的
な
徴
収
体
制
に
つ
い
て

徴
収
担
当
課
で
は
、
従
来
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
徴
収
体
制
で
収
納
率
同
上
に
努
め
て

い
る
が
、
共
通
課
題
を
持
つ
部
門
を

匸
兀

管
理
し
た
全
庁
的
な
収
納
率
向
上
対
策
本

部
等
を
編
成
し
、
各
課
内
部
に
と
ど
ま
っ

て

い
る
滞
納
者
情
報
を
集
約
し
た
電
算
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
提
起
す
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
情
報
の
共
有
化
と
有

効
活
用
が
図
ら
れ
、
効
率
的
な
滞
納
整
理

に

つ
な
が
る
も
の
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、

個
人
情
報
の
保
護
、
業
務
上
の
守
秘
義
務

の
制
約
な
ど
の
問
題
は
あ
る
が
、
今
後
の

効
率
的
な
収
納
事
務
を
考
え
た
と
き
、
積

極
的
に
検
討
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。

※
監
査
結
果
の
全
文
に
つ
い
て
は
行
政
資

料
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

匝
監
査
委
員
事
務
局

容
3
6
6
・
7
3
8
5

市

で

は
、
（
仮

称
）

松
戸

市

シ
ニ

ア

交
流
セ
ン

タ
ー

（
胡
録
台

）
設
置
に

あ

た
り
、
利

用
す

る
高
齢

者
の
皆
さ

ん
や

関
係
機

関
・
地
域
代
表

に
よ

っ
て
構

成

す

る
懇
話

会
を
設
け

、
ご
意
見
を
伺

い

ま
す

。
市

は
、
交
流
セ
ン

タ
ー
を
①

シ

ル

バ
ー
人

材
セ
ン

タ
ー
を
中
心
と
し

た

「
就
労

・
能
力

開
発

の
場

」
②
各

種

イ

ベ
ン

ト
を
実
施
す

る
「
ふ
れ
あ

い
の
場
」

③
各
種
研

修
を
行
う
「
学

び
の
場

」
④

イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
情
報

の

「
集

発
信

の
場
」
等
と
し

て
考
え
て

い
ま
す
。

高
齢

者
の
皆
さ

ん
の
応
募
を

お
待

ち
し

て

い
ま
す
。

募
集
三
人
　

資

格
市
内
在
住

の
六
十

歳
以

上
の
人

（
外
国

籍
の
人
は
外
国
人

登
録
を
し
て

い
て
日
本

語
が
話
せ
る
人
）

応

募
方
法
「
高
齢
者
施
設

の
あ
り

方
」

に
つ

い
て
の
考
え

を
千

字
以
内
に

ま
と

め
て
提
出
　

委
嘱

期
間
委

嘱
の
日

か
ら

平

成
1
6年
３
月

ま
で
を
予｛
疋

開
催
五

上
（

回

（
平
日
開
催
予

定
）
　

謝
礼
な

し
　

締
め
切
り
７
月
3
1日

困

〔
必
着
〕

※
文
書
は
返
却
し

ま
せ

ん
。

※
応
募
者
多

数
の
場
合
、
選

考
委

員
会

を
設
け
、
選

考
し
ま
す

。

ヨ

高
齢
者
福
祉
課

登
3
6
6
・
7
3
4
6

市

立

松

戸

高

等

学

校

で

は

、

転

入

生

を

受

け

入

れ

る

た

め

の
試

験

を

行

い
ま

す

。

募

集
人

員
・：
普

通

科

一

年

生

一
人

・
二

年

生

一

人

こ
二
年

生
三

人

、

国

際

人

文

科

二
年

生

一

人

応

募

資

格
・：
保

護

者

の

転

勤

等

に

伴

う

転

居

に

よ

り

、

在

籍

校

に

通

学

で

き

な

い
生

徒

な

ど

受

付

期
間
・：

７
月
一
1
1
1
1

日

幽
～
1
7
日

困

〔
土

・
日

曜

日

を

除
ぐ

〕

試

験
日
・
：
７

月
1
8
日

次

※

必
要

書

類

が

あ

り

ま

す

の
で

、
早

め

に

お

問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い

。

國

松

戸

市
Ｉ
立
松

戸

高
等

学

校

昔
3
8
5・
３

わ
た
し

の
六
十
周

年

子
ど
も
た
ち
の
「
ふ
る
さ
と
」

小
金
原

昭
和
1
8年

に
北
海
道
札
幌
市

で
生

ま
れ
、
今
年

、
還
暦
を
迎
え

る
こ

と

が
で
き
ま
し

た
。

少
年

時
代

は
積
丹
半
島

の
小

さ
な

漁
港
岩
内
町

で
過
ご
し
ま
し
た

。
岩

内
高
等

学
校
を
卒
業
後
、
昭
和
3
7年

春
に
Ｌ

京

。
列
車

が
上
野

駅
に
着

い

た
時

は
、
希
望
と
不
安
で

い
っ
ぱ

い

で
し
た

。
就
職
先
は
文
具
事

務
用
品

を
扱
う

卸
業
の
会
社
で
、
今
年

の
３

月
で
勤
続
四

十
二
年
に
な
り
ま
し

た
。

昭
和
4
4年

に
、
ま

ず
常
盤
平

団
地

に
入
居
し

、
二
人
目

の
子

ど
も
の
誕

生

と
と
も
に
、
昭
和
4
9年

に
小

金
原

団
地
に
転
居
し
ま

し
た
。
そ
の
当
時

は
、
今
思
う
と
う

ら
や
ま
し
い
ほ
ど

子
ど
も
の
数
が
多

く
、
長
男
を
幼
稚

園
に
入
園
さ
せ
る

の
も
一
苦
労
で
し

た
。
根
木
内
小
学

校
に
入
る
と
教
室

が
足
り
ず
、
仮
設

教
室
で
の
授
業
。

運
動
会
で
は
、
校

庭
か
ら
あ
ふ
れ
る

ほ
ど
の
人
、
人
、

人
で
し
た
。

こ
の
頃
、
小
金
原
団
地
自
治
会
の

文
化
体
育
部
長
に
推
さ
れ
、
現
在
は

副
会
長
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
市

政
協
力
委
員
は
、
団
地
自
治
会
の
推

薦
を
受
け
、
昭
和
5
5年
か
ら
従
事
し

て
い
ま
す
。

細
川

義
勝
さ
ん

こ

れ
ま
で
、
団
地
内

外
の
様
々

な

行
事

に
携
わ

っ
て

き
ま
し
た

が
、
毎

年

の
「
団
地
夏
ま

つ
り

」
に
は
深

い

想

い
入
れ
が
あ
り

ま
す

。
団
地
で

育

っ
た
子
ど
も
た
ち

が
、
大
人
に
な

っ

て
か
ら
も
帰

っ
て

来
ら
れ

る
「
ふ

る

さ
と
」

づ
く
り
を
し

よ
う
と
、
様

々

な
工

夫
を
凝
ら
し

て
き
た

の
で
す

。

他
の
方
々
も
、
同

じ
思

い
で

は
な
か

っ
た
で
し
ょ
う

か
。

小

金
原

地

域
に

、
「
家

族
ぐ

る
み

の
ス

カ
ウ
テ
ィ
ン

グ
」
を
モ

ッ
ト
ー
。

に
す

る
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
松

戸
第
６

団

が
あ
り

、

私

も
そ

の

一
員

で
す

。

昭
和
5
5年

、
息
子

の
入

団
と
同

時
に

私
も
入
団
し

、
社
会

へ
の
奉
仕
活
動

、

野
外
活

動

（
キ
ャ

ン
プ
）
な

ど
を
し

平 成2 年 、妙 高高原で行なわれた 、ボーイスカウト日 本ジ ャ

ン ボリーに参加 （前列右から2 番目 筆者）

て

、

も

う
2
4
年

に

な

り

ま

す

。

地

域

の
子

ど

も

た

ち

と

は

多

く

の

触

れ
合

い

が

あ

り

ま

し

た

が

、

今

後

も

地

域

で

の
活

動

を

通

し

て

、

子

ど

も

た

ち

が
誇

れ

る

街

「

ふ

る

さ

と

小

金

原

」
を

、

次

の
世

代

に

引

き

継

い
で

い

き

た

い
と

願

っ

て

い
ま
す

。

最
後
に
、
わ

が
ま

ま
な
私
を
支
え

て
く
れ
た
妻
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、

孫

の
誕
生
を
夢
見

つ
つ
、
こ

れ
か
ら

の
人

生
を
歩

ん
で

い
き
た

い
と
思

い

ま
す
。

おはなし好きから本好きへ

監
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

松
戸
市
監
査
委
員

同同同

小
林
捷
明

川
村
幸
信

佐
藤
恵
子

末
松
裕
人

平

成
1
4
年
度

の
行

政

監
査

結
果

の
概
悪

を

、
次

の
と

お
り
公

表
し

ま

す
。

平

成
1
5年

６
月
1
6
凵

平
成
1
5
年
度

定
期
判
定
に
つ
い
て

負
担
区
分

（
仮
称
）
松
戸
市
シ
ニ
ア
交
流

セ
ン
タ
ー
懇
話
会
の
委
員
募
集

市
立
松
戸
高
等
学
校

へ
の
転
入
学
試
験

３

（
市

政

協

力

委

員

）



友
達
や
親
子
で

参
加
し
よ
う

◆

青

少

年

キ

ャ

ン

プ

大

会

８
月
８
日

原
～
1
0日
襾
〔
二

泊
三
口
〕

行
き
先
群
馬
県

立

バ
ラ

ギ
高

原
青
少
年

野
外
活
動
セ

ン
タ

ー
白

樺
の
テ
ン
ト
村

対
乖
市
内
在

住

・
在
学

の
中

学
生
　

定

員
先
着
四
十
五
人
　

費
用
一
万
千
円

圃
７
月

７
日

囲
～
1
5日

㈹
の
問
に
、
費

用
を
添
え

て
直
接
、
松
戸
重

肯
少
年
相

談
員
連
絡
協

議
会

（
京

葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸

ビ
ル
五

階
こ

ど
も
課
内
、

昔
3
6
6
・
7
4

6
4

）
　へ

◆

夏

休

み

親

子

料

理

教

室

（
ピ

ザ

作

り

）

８
月
５
日
天

・
2
5日

側
午
前
1
0時
～

午
後
１
時
　

会
場
京
葉

ガ
ス

お
客
さ
ま

サ
ー

ビ
ス
セ

ン
タ

ー
松
戸

（
東
葛
飾
合

同
庁
舎
隣
り

）
　

対
象

親
子

（
六
歳
以

占
　

定
員
各
先
着
十

組
　

持
ち
物

エ

プ
ロ
ン

∴
二
角
き
ん

・
筆
記

用
旦（
　

費

用
千
円

（
材
料
費

、
箱
代
）

圃
電
話

で
京

葉

ガ
ス

お
客
さ
ま
サ

ー
ビ

ス
セ
ン

タ
ー
松
戸

公
3
6
5
・
5
1
5
1

へ

◆

夏

休

み

親

子

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

施

設

見

学

会

８

月

８

日

吻

午

前

８

時
2
0
分

市

役

所

集

合

、

午

後

５

時

解

散

予

定
　

行

き

先

車

只
ガ

ス

㈱

環

境

エ
ネ

ル

ギ

ー
館

（
横

浜

市

）
　

内

容

見

学

・

ソ

ー

ラ

ー

カ

ー

エ

作
　

対

象

親
子
（
小

学

四

年

生

以

上

）

定

員

八

十

人

（
抽

選

）
　

費

用

無

料

※

昼

食

は
用

意

し

ま

す

（
飲

み

物

は
各

自

持

参

）
。

※

参

加

者

に

は

簡

単

な
感

想

文

を

提

出

し

て

い

た

だ

き

ま

す

。

匣

７
月
1
5
日

㈹
〔
消

印

有

効

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

親

子

の
住

所

・
氏

名

余

り

が
な

）
　
・
年

齢

・
性

別

・
電

話

番

号

・
返

信

用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1

－
8
5
8
8
　

松

戸

市

役

所

環

境

計

画

課

（

登
3
6
6・
7
3
3
1

）

へ

◆

夏

休

み

親

子

せ

せ

ら

ぎ

教

室
「
手

賀

沼

船

上

見

学

と

江

戸

川

に

魚

を

放

流

し

よ

う

Ｉ
・
」

７

月
2
5
日

蚩

午

前

９

時
3
0
分

市

役

所

正

面

玄

関

前

集

合

、

午

後

４

時

解

散

内

容

船

上

見

学

後

、

水

の

館

や

プ

ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム
等

で

楽

し

く

学

び

、
魚

を

放

流
　

対

象

小

学

生

以

上

と

そ

の
保

護

者

定

員

先

着

四

十

人
　

持

ち

物

昼

食

・
水

筒

・
レ

ジ

ャ

１‐‐
シ

ー

ト

等
　

費

用

一

人

五

百

円

（
貸

切

バ

ス
代

）

※

小

雨

決
行

、

荒

天

中

正

。

応

募

者

が

少

数

の

時

は

中

止

の
場

合

あ

り

圃

７
月

７

日

丱

午

前

９

時

か

ら

、

電

話

で

江

戸

川

を

守

る

会

松

戸

支

部
事

務

局

（
河

川

清

流

課

内

）
a
3
6
6・
1
1
5
2

へ

◆

こ

ど

も

囲

碁

教

室

７

月
2
2
日

㈹

～

８
月
2
8
日

印

の

毎

週

火

・
木

曜

日

（
８

月
1
2
日

・
1
4
日

を

除

く

）

午

前
1
0
時

～
1
1
1
1

一
時
3
0
分
　

会

場

青

少

年

会

館

内

容

九

路

盤

の
対

局

を

通

じ

て

、

初

歩

か

ら

分

か

り

や

す
く

指

導

講

師

日

本

棋

院
五

段

・
伊

藤

信

二

氏

対

象

小

・
中

学

生
　

定

員

先

着

四

十

人

費

用

無

料

圃

７
月
1
0
囗

困

〔
消

印

有

効

〕
ま

で

に

、

（

ガ
キ

に
住

所

・
氏

名

一
年

齢

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1
－
0
0
7
4

松

戸

市

緑

ケ

丘

一

の

一
三

三
　

東

葛

棋

楽

会

事

務

局

・
伊

藤

信

二

（

公
3
6
4・
1
6
6
1

）

へ

◆

お

は

な

し

技

術

講

座

「

作

つ

て

み

よ

う

人

形

劇

～

人

形

劇

用

指

使

い

人

形

の

製

作

」

７
月
3
0
日

米

・
3
1
日

水

、
８

月

１

日

圏

〔
全

三

回

〕

午

前

９

時
3
0
分

～
1
1
1
1

一
時

3
0分
　

会

場

㈱
松

戸

市

お

は

な
し

キ

ャ

ラ

バ

ン

事

業

所
　

対

象

小

学

四

年

生

以

上

で

全

回

出

席

で

き

る
人
　

定

員

先

着

三

十
人
　

費

用

千

三

百

円

（
テ

キ

ス

ト

代

を
含

む

）

圃

７

月
2
3
口

水

〔
必

着

〕

ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ

に

参

加

者

全

員

の

住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
職

業

（
お

は

な
し

会

の

グ

ル

ー

プ
に

所

属

し
て

い

る
人

は

団

体

名
）

・
電

話

番

号

・
希

望

の

人

形

（
ク

マ

か

ウ

サ

ギ

）

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0
－
0
0

3
5

松

戸

市

新

松

戸

南

二

の
二
　

顛

松

戸

市

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

「

指

使

い

人

形

」

係

（

登
3
4
4・
3
0
3
7

）

へ

◆

東

京

医

科

歯

科

大

学

公

開

講

座

①

ン
ユ

ニ

ア
水

泳

教

室
＝

８

月
1
8
日

側

・
1
9
日

火

・
2
1
日

火

・
2
2
日

圏

午

前

ま

た

は

午

後

の

部
〔
全

四

回

〕
　
対

象

小

・

中

学

生
　

定

員

各
先

着

三

十

五

人

費

用

七

千

五
百

二

十

円
（
保

険

料

を

含

む

）

②

「
な

ぜ
？

」

か

ら

始

め

る

理

科

の
自

由

研

究

＝

７

月
3
1
日

水

、

８

月

１

日

原

対

象
小

学

五

・
六

年

生
　

定

員
先

着

二

十

人
　

費

用

六

千

四

百

円

（
材

料

費

、

保

険

料

を

含

む

）

龠
場

①

白
と

も

生

只
医

科

歯
科

大

学

教
養

部
（
市
川

市

国

府
台

二

の

八

の
三
口

固

生

只
医

科

歯

科

大

学

教

養

部
厚

生

掛

昔
3
0
0・
7
1
0
6

体
験
し
て
み
よ
う

◆
野
菊
野
保
育
園
保
育
体
験
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル

７
月
2
3日
水
～
2
8日
囲
（
日
曜
日
を

除
く
）
午
前
９
時
か
ら
　
会
場
野
菊
野

保
育
園

内
容
保
育
園
で
保
育
士
の
体

験
　
対
象
保
育
や
福
祉
に
興
味
の
あ
る

市
内
在
住
・
在
学
の
高
校
生
　
定
員
若

干
名
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

圃
７
月
８
日
㈹
ま
で
に
、
電
話
で
野
菊

野
保
育
園
昔
3
6
5
・
8
3
8
5
へ

◆

親

子

ご

み

ツ

ア

ー

７
月
2
3日

叫

８
月

６
日

水
午
前
８

時
5
0分

～
正

午
　

コ
ー

ス
市

役
所

（
地

下
玄
関

集
合

）
～
日
暮

ク
リ

ー
ン
セ

ン

タ
ー
～
資
源

リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ

ー
～

和
名

ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
～
市
役

所

対

象
市

内
在

住
の
親
子

（
小

学
三

年

生
以

上
、
乳

幼
児

の
同

伴

は
不
可

）

定
員

各
先
着
十
組
二

十
人
　

費
用
無
料

※
通
常

（
毎
月
第

二
水
曜
日
）

の
ご
み

ツ
ア
ー
７
・
８
月

分
は
休
み

ま
す
。

匣
参
加

希
望
日

の
一
週
間
前
ま
で
に
、
電

話
で
環

境
業

務
課

容
3
6
6
・
7
3
3
2

へ

◆
親
子
市
政
見
学
会

７
月
3
1日
水
午
前
９
時
3
5分
市
民
会

館
集
合
、
午
後
３
時
3
0分
解
散
予
定

コ
ー
ス
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

～
消
防
局
～
和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
～
ユ
ー
カ
リ
交
通
公
園
～
市
役
所

対
象
市
内
在
住
の
親
子
（
七
歳
以
上
、

乳
幼
児
の
同
伴
は
不
可
）
　
定
員
先
着

二
十
二
人
　
持
ち
物
昼
食
　
春
用
無
料

※
子
ど
も
は
運
動
靴
を
着
用
の
こ
と
。

圃
電
話
で
広
報
課

一`
3
6
6
・
7
3
2
0
へ

◆

夏

休

み

陶

芸

一

日

教

室

７
月
2
5
日

窗

①

干
前

９

時
3
0
分

～

Ｈ

時
3
0
分

②

午
後

Ｏ

時
1
5
分

～

２

時
1
5
分

③

午
後

３

時

～

５

時
　

会

場

陶

松

（
市

立

病

院

裏

）
　

内

容

湯

飲

み

な

ど

好

き

な

も

の
　

定

員

各
十

二

人
　

費

用

五

百

円

（
陶

土

、

焼
代

別

）

団

陶

松

登

窯

之

会

・
小

堀

昔
3
6
8・
７

７

◆

夏

休

み

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

体

験

８
月

８
日

窗

ま

で

と

８

月
1
8
日

興

～

９

月
3
0
囗

㈹

の
う

ち

都

合

の
良

い

日

、

午

前

９

時
3
0
分

～

午

後

３

時

（
半

日

も

可

、

土

・
‥
口
曜

日

は

休

み

、

た

だ

し

体

験

参

加

者

の
イ

ベ
ン

ト

あ

り

）
　

会

場

わ

か

ば

園

・

第
二

わ

か

ば
園

・
小

金

わ

か

ば

苑

内

容

知

的

障

害

者

施

設

で

活

動

し

て

い
る
人

た

ち

と

交

流

を

図

り

、

理

解

を

深

め

る
　

対

象

市

内

お

よ

び
近

隣

在

住

の
高

校

生

・
大

学

生

・
福

祉

専

門

学
校

生

胆

第

二

わ
か

ば

園

・
藤

森

登

誣

・
７

７

夏
休
み
の
自
由
研
究
に

◆
音
環
境
学
習
会

「
よ
い
音
を
さ

が
そ
う
Ｉ
・
」

７
月
2
4日
水
午
前
９
時
3
0分
市
役
所

議
会
棟
三
階
特
別
委
員
会
室
集
合
、
午

後
３
時
解
散
予
定
〔
雨
天
中
止
〕
　
内

容
柴
又
帝
釈
天
界
わ
い
か
ら
矢
切
の
渡

し
で
江
戸
川
を
渡
り
、
音
風
景
を
探
訪

対
象
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　
定
員
先

着
二
十
人
　
持
ち
物
弁
当
・
水
筒
・
筆

記
用
具
　
費
用
大
人
百
円
・
小
学
生
五

十
円
（
矢
切
の
渡
し
代
）

圃
７
月
７
日
囲
午
前
９
時
か
ら
、
電
話

で
環
境
保
全
課
公
3
6
6
・
7
3
3
7
へ

◆
こ
ど
も
環
境
講
座
「
夏
休
み
の

自
由
研
究
～
地
球
と
友
だ
ち
」

期　日 テ ーマ 内　容

7/19R
環境 にチャ

レンジ

夏休 みの自由 研究。地球環境の問題を

知ろう 。環境家計簿 つで何？

26 丗
くらしとエ

ネルギ ー

私たちのくらしとエネルギーの関わり

を考えます。自分で電気をおこし ます

8/ 2 圉
く ら し と 環

境

楽しいゲームをしながら 、私たちの＜

らし が環境に与える影響を考え ます

9圉
資源 を大切

に

紙を知ろう。環境と資源についてケナ

フの紙すき体験を通し て考えます

23出
地球 にやさ

しいくらし

まとめ。学んだことを今日から実行し

まし よう

時

間

午

前
1
0
時

～

正

午

（
８

月

９

日

は

午

前
1
0
時

～

午

後
ｏ

時
3
0
分

）
　

会

場

ま

つ

ど
市

民

活

動

サ

ポ

ー
ト

セ

ン

タ

ー

（
総

合

福

祉

会

館
内

）
　

講

師
松

戸

ケ
ナ

フ

の

会

会

員

、

ア

ー
ス

コ

ン

・

マ

ッ

ト

企

画

委

員

、

市

職

員
　

対

象

小

学

四

～

六
年

生

・
中

学

生

（
保

護

者

も

参

加

可

）
　

定

員

四

十

人

（
抽

選

）
　

費

用

無

料

匣

７

月
1
4
日

囲
ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ

に

、

住

所

・

氏

名

・
電

話
番

号

・
学

年

・
返

信

用

あ

て

名

を
記

入

し

て

、
一
１‐
2
7
1

－
0
0
9
4

松

戸

市

上

矢

切

二

九

九

の

一
　

総
合

福

祉

会

館

内

矢

切
公

民

館
（

公

3
6
8
・
1
2
1
4

）
　へ

み

ん

な

で

わ

く

わ

く

「

地

域

の

輪

」

夏

ま

つ

り

７

月
1
7
日

附

午

後

３

時

～

４

時
3
0

分

（
受

け

付

け

は
午

後

２

時
3
0
分

）

会

場

さ

る

び

あ
公

園

〔
雨

天

時

は
常

盤

平

児

童

福

祉

館

〕
　

内

容

グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ
ル

フ

、

囲

碁

体

験

、

盆

踊

り

、

ヨ

ー

？
－

つ

り

な

ど

（
品

物

に

限

り

が

あ

り

ま

す

）
　
費
用

無

料

目

常

盤

平

児

童

福

祉

館

、

常

盤

平

保

育

所

昔
3
8
7・

６

７

６

２

、
風

の

子

学

童

保

育

所

登
3
8
8・
7
7
2
4

製

作

教

室

「

ミ

ニ

チ

ュ

ア

の

情

景

（
ジ

オ

ラ

マ

）

を

作

ろ

う

Ｉ
・
」

７

月
2
6
日

出
午

前
1
0
時

～
正

午

会

場

常

盤

平

児

童

福

祉

館
　

対

象

小

学

三

年

生

以

上
　

定

員
先

着

二

十

人

費

用

三

百

円

（
材

料

費

）

圃

午

後

１

時

か

ら

、

電

話

で

常

盤

平

児

童

福

祉

館

へ

こ

ど

も

英

会

話

教

室

「

耳

か

ら

覚

え

る

Ａ

Ｂ

Ｃ

」

①

７

月
2
2
日

火

午

前
1
0
時

～

Ｈ

時

②

７

月
2
3
日

水
午

前
1
0
時

～
1
1
1
1

一
時

匝

市

民

会

館

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

室

昔
3
6
8・
1
2
3
7

（

月

曜

休

館

）

○

夏

休

み

天

文

教

室
「

大

接

近

！

火

星
2
0
0
3

」

今

年

の
夏

、

火

星

が

地

球

に

数

十

年

ぶ

り

に
大

接

近

し

ま

す

。

観

察

方

法

な

ど

、

ク

イ

ズ
を

交

え

な

が

ら
楽

し

く

解

説

し

ま

す

。

８

月

１

囗

窗

午

後

２

時

～

３

時
3
0

分
　

会

場

市

民

会

館

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム
室

窖

聊
无
着

八

十
人

費

田

無
料

圃

電

話

で
市

民

会

館

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

室

へ

会

場

常

盤

平

児

童

福

祉

館
　

講

師

二

ッ

ク

ー
ジ

ー

氏
　

対

象

お

よ

び

定

員

①

年

少

～

年

長
兒

三

十

人

②
小

学

一

犬

二
年

生

四

十

人
　

巷
爾

熹

料

圃

午

前

９
時

か

ら

、
電

話

で

常

盤

平

児

童

福

祉

館

へ

夏

の

恐

怖

体

験

！

恒

例

「

お

ば

け

大

会
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期　間 内　　　　 容

7/26R ・27 ⑧ 午 前10 時 ～

正 午

見よ う ！触 れよ う ！松 戸 の自 然｢21 世 紀の 森 と広 場の ト ンボ た ち｣

内 容21 世 紀の 森 と 広 場 に生 息 する ト ン ボ の生 態 を観 察　 会 場21 世 紀 の森 と 広 場

講師 市 立博 物館 職 員　 対 象小 学 生　 定 員各20 人( 相ﾖ選) 費 用無 料

匣? 月18 日 ㈲〔必 着〕まで に ］ 主復 ハガ 半に住 所 ・氏名 ・電 話番 号 ・学年 ・希望 日(26

日 または2ﾜ 日) を 記入し て 、〒2ﾜ0-2252 松戸 市千 駄堀6｢ ﾊﾞ　 市 立 博物 館｢21 世 紀

の森 と広 場 のトン ボ たち｣ 係(S384-8181) へ

7/27 討 午後IE侍～4時

博 物館 つて 何 する の ？～一 日 こど も学 芸 員～

内 容学 芸員 の 仕事 を 体験し な がら 囗 専物館 の 役割 につ い て考 える　 講師 市 立 博物 館

学芸 員　 対 象小 学4 ～6 年 生　 定 員10 人 （抽選 ）　 費用 無 料

匣ﾜ 月18 日 銜〔必 着〕まで に 、往 復ハ ガ 半に住 所 ・氏名 ・電 話 番 号 ・学年 を 記入し て 、

〒2ﾜ0-2252 松戸 市子 駄堀6ﾜ1　 市 立博 物 館「 一 日こど も 学 芸員 」ｲ系(S384-82

ﾜ2 ） へ

製 作日　 →　 焼 成日

①8/ 3( 日卜8/17 日

②8/10(Eﾖ)→8/24 斜

吝 午前10 時～11 時30 分

夏休 みこ ど も体 験 教室 「ｲ乍っ て みよ う！ 縄文 時代 の土 鈴」

内 容粘土 で 鈴を つ ＜リ 、乾燥 後 に竪 穴住 居 の 炉の火 で焼く　 講師 市 立 博物 館学 芸 員

対 象 小学 生 以上　 定 員各 回10 人 （抽 選） 費 用200 円 （材料 費 ）

匣? 月 細日 銜〔必 着〕ま でに ］ 主復ハ ガ半に 住所 ・氏 名 ・電話 番号 ・学 年 ・希望 日（①

または ②）を記 入し て 、〒2ﾜ0-2252 松戸 市千 駄堀6 剥　 市立 博物 館「ｲ乍って みよう ！

縄文 の土 鈴」 係(S384-82ﾜ2 ） へ

8/5 ㈹ 午前10 時 ～正 午

8/m ～8 金 午前10 時～ 午後

3時

夏休 みこ ど も体 験 教室 「 自分 で作 る糸 と布 」

内 容 も めん 綿 から 糸 を紡 ぎ 、そ の糸 で 布を 織る （5 日 の 勉強 会 で事 前学 習し 、6 ～8

日の 希望 日に 体 験） 講師 市 立博 物館学 芸 員　 対 象 小学 校高 学年 ～中 学生（5 日 の勉 強

会に 参加 で きる人 ）　 定 員 各日∠↓人 （抽 選）　 費 用無料

圃ﾜ 月18 日 ㈲〔必着 〕ま で に 、往復 ハガ 半に 住 所 ・氏名 ・電 話 番号 ・学 年 ・希 望 日（6

～8 日 のい ずれか ）を 記入 し て 、干2ﾜ0-2252 松 戸 市子 駄堀6ﾜ1　 市立 博物 館 「自 分

で作る 糸 と 布」 係 （公384-8272) へ

8/6W ・9 圉 ・15 窗 午後2 時

5分～3 時3C 分

映 像で みる 昭和 の歴 史 「戦 後 日本 の原 風景 第2 部」

内 容 映 像 記録 を 通し て 、戦争 と平 和の 意味 に つ い て考 える　 ６囗「ヒ ロ シマ が 消え

た日 」、９日 「引 き 裂 かれ た長 崎 」、15 日 「 オ半 ナワ の 軌跡 ］　 会 場 市 立博 物館 講 堂

定 員 当日 先 着吝80 人 ’費 用無 料

8/15R

① 午前10 時～ 正 午

② 午後2 時～4 時

夏 休 みこ ど も竪 穴教 室 「今 から君も 縄 文人 目

内 容 縄文 時ｲ弋の 生 活に つい ての解 説 を受 け 、煮 炊 きな どを 体 験　 会 場 復元 竪穴 住 居

内　 講師 市 立博物 館 学芸 員　 対象 小 学生　 定 員 各回20 人 （抽 選）　 費 用無 料

圃8 月１日廊〔必着 〕ま でに 、往復 ハガ 半 に住 所 ・氏名 ・電 話 番 号 ・学年 ・希望 時 間

（① また は ②）を 記 入し て 、干2ﾜ0-2252 松 戸市 千 駄堀6 剥　 市 立博 物 館 「今か ら 君

も 縄 文人 ロｲ 系(Q384-82ﾜ2 ） へ

学習資料展 道具とくらし
市立博物館S384 一8272

今から40年くらい前に私たちの生活は大き

く変わりました。70年くらい前の生活( 農家)

と、40年くらい前の生活( 団地) は大きく違

います。この二つのくらしと道具を、今の私

たちの生活とくらべてみましょう。どんな違

いがあるのか、おなじところはどこか、展示

を見て、土曜ワークショップなどの体験に参

加して発見してみてください。学校の夏休み

の課題にも役立ててみませんか。

会期｢?月12 日倒～9 月28 日(日八 月曜日･第4
昨年の展示風景

金曜日は休館） 時間午前9時30 分～午後5時（入館時間は午後4 時30 分まで）

会場市立博物館企画展示室　費用無料（常設展は有料）

Ｉ・関連‘’事 ◆夏休み土曜ワークショップ「道具とくらし」
・・　　4 丁　　　

期間ﾜ 月26 日～8 月30 日の毎週土曜日　時間午後1 時30 分～3 時

会場市立博物館企画展示室　内容企画展示室の中に再現された農家の中で当時の

話を聞き 、いくつかの課題にチャレンジし ます。実演・体験もあリ　対象小学生

定員当日先着10 人程度　費用無料

夏の青少年教室

教室名（講師） 日　時 会　場 対象/定員 費用

｢ミニバスケット ボール｣

(松戸市家庭婦人連盟)

7/22W ～25 窗 午前10 時～

11時30 分〔全4回〕
青少年会館

小学3年生～中学3年

生/30人
無料

｢ オ ーブ ン 粘 土 で小 物 づ く り｣

マ グ ネット ・キー ホル ダ ー ・ア

ク セサリ ー 等 の制 作

(社会教育 指導員･ 佐 藤真由子氏)

7/25 働午後2時～3 時30 分

女 性 セン タ

ー ・ ゆう ま

つど

小 学3 年 生 ～中 学3 年

生（保護 者も 可) /15

人

500 円

「お 父 さ んも 一 緒に　 初 め て の

ピ ア ノ」（生 涯 学習 音楽 指 導員 ）

※キ ーボ ード で練習 。 自宅 にピ

ア ノがなく ても 参 加可

7/26 ～11/1 の 毎 週 土 曜 日

〔全 拓 回 〕 午 前10 時～11 時

30 分 ］1/3 備 に 青少 年 会館

文 化祭 に参 加

青少年会館

小学1年生～中学3 年

生とその 保護者バ０

組

2,000 円

「天然酵母のパンづくり」

沃 然酵母パンエ房㈲パオ）
7/30 ㈲午前10 時～午後3時 市民会館

小学3年生～中学3 年

生/20 人
300 円

「トンボ玉つくり亅

（ガラスエ芸家・広章子氏）
7/31 ㈲午後2時～3 時30 分

馬 橋 市 民 セ

ン タ ー

小学3年生～中学3 年

生/20 人
500 円

｢ 身 近 な 科 学 ～シ ャ ーレ で 培 養

し た 微生物 を 調べ よう｣

(協 和 発 酵 工 業 ㈱東 京研 究 所 研

究 員)

8/2 圉・9圉 〔全2回〕午後2

時～3 時30 分
青少年会館

小学4年生～中学3 年

生/20人
無料

｢ チャレ ンジ! バト ントワリ ング｣

(バトン トワリン ゲ 千葉県俥 熈 ・

田 中よ りこ 氏 ほか)

8/5 ～10/28 の 毎 週 火 曜 日

〔全13 回］ 午 後4 時30 分 ～6

時 、11/3 ㈲ に 青少 年 会 館文

化 祭に 参加

青少年会館
小学3年生～中学3 年

生/20人

3,600 円

(バトン

代)

厂紙を つく る ～竹 紙づ くり 体 験｣

(竹 紙製 作者 ・田 代史 子氏)

8/6 ㈲午前9 時30 分～午後3

時

鳥藤邸

(紙敷)

小 学3 年 生 ～中 学3 年

生（保護 者も 可 ）／巧

人

160 円

Ⅲ｢7月15 日脚〔必着〕までに、往復ハガキ(1 枚に1人または1 組、複数教室に申し込みの場

合は1 教室につきハガ牛1枚)に教室名・住所・氏名･｡年齢(学年) ・電話番号を記入して、

〒270 －0035 新松戸兩2 の2青少年会館(H344  - 8556) へ( 抽選)

※返信用ハガ半を持って直接 、青少年会館窓口で申し込みもできます。

おはなしギャラパン7月公演

期 日 会　場 時　問 プログラム

7/9㈲ 図書館本館 午後3時30分～4時
絵本「どろんこ ハリー］

絵巻物「ねずみのよめいリ」

10困 明市民センター 午後3時～4時
ｱﾆﾒｰｼｮﾝ｢ ロージーのおさんぱ｣

人形劇｢アラジンとまぼうのランプ｣

11窗 稔台市民センター 午後3㈲～4贍
ｱﾆﾒｰｼｮﾝ｢ ロージーのおさんぱ｣

人形劇｢アラジンとまほうのランプ｣

16 ㈲ 図書館小金分館 午後3㈲～3時30分
絵本「どろんこハリー」

絵巻物「ねずみのよめいリ」

19倒
子ども・本まつり

※詳細は3面参照

午前10時30 分～

午後3時30 分

特別プログラム

アニメーション 、人形劇ほか

23㈲ 図書館本館 午後3B30 分～八時
絵本「どろんこハリー」

絵巻物「ねずみのよめいリ」

24困

常盤平市民センター
午 前10 時～

ｍ 日舸 ○分

絵本「どろんこハリー」

紙芝居「はらぺこ力スラー」

小金原市民センター
午 前11 時30 分～

正 午

絵本「ちびゴリラのちびちび」

拡大絵本「おおきなかぶ」

八ヶ畸市民センター 午後2㈲～2時30分
絵本「ちびゴリラのちびちび」

紙芝居「ねずみのすもう」

馬橋東市民センター 午後3時30 分～4時
絵本「どろんこハリー」

紙芝居「はらぺこガズラー」

25窗

八柱市民センター
午前10 時～

10 日豹 ○分

絵本「どろんこハリー」

紙芝居「ねずみのすもう」

松飛台市民センター
午 前11 時30 分～

正 午

絵本 「ご ち ゃまぜ カメレ オン 」

紙芝 居 「おだ んごこ ろり ん」

五香市民センター 午後2時～2 時30分
絵本「まぽう のおなべ」

紙芝居「はらぺこガズラー」

六実市民センター 午後3時30 分～4時
絵本 「ご ち ゃまぜ カメレ オン 」

紙芝 居 「おだ んごころ り ん」

対象3～9 歳くらい　持ち物靴を入れるビニール袋　費用無料

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。

圖市立図書館R365 ―引 巧

①

８

月

２

日

出

午

後

１

時

～

３

時

②

８

月
2
3
日

出

午

前
1
0
時

～

正

午
　

会

場

里
（

実

市

民

セ

ン

タ

ー

②

夭

切

公

民

館

内

容

①

ピ

ー

タ

ー

パ
ン

２

、

ミ

ッ

キ

ー

マ

ウ
ス

と

魔

法

の

帽

子

②

モ

ン

ス

タ

ー

ズ

ー
イ

ン

ク
　

定

員

①

一
百

人

台
百

人

（
各

抽

選

）

費

用

無

料

圃

７

月
1
8
日

脂

〔
必

着

〕

ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ

に

希

望

期

日

（

①

②

の

い

ず

れ

か

）
　
・

親

子

の

住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
電

話

番

号

・
返

信

用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

干
2
7
1
－
0
0
9
4

松

戸

市

上

矢

切

二

九

九

の

Ｉ
　

総

合

福

祉

会

館

内

矢

切

公

民

館

（

昔

3
6
8
・
1
2
1
4

）
　へ

「おはなしボランティア」が乳幼児（0

～3 歳くらい）とその保護者に絵本の

読み聞かせを行います。

時間午前ｍ時30 分～ 捐時10 分（根

木内こども館は午後2時～2時40 分）

定員当日先着20 組　費用無料

7/11 窗
Ｃ Ｍ Ｓ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー( 六

高 台 保 育 園 内)

15 ㈲
チ ェ リ ツ シ ユ ・サ ポ ー ト・シ ス

テム( 野菊 野 保 育 園 内)

25窗 常 盤 平 児 童 福 祉 館

25㈲ 根木 内 こ ど も 館( 晴 杳 園 内)

※吝会場とも駐車場はありません。

匳市立図書館登365- 引 巧､聯松戸市

おはなしキャラバン昔3∠14―303ﾜ

世 界 平 和 都 市 宣 言 事業

◆平和パネル・ポスター展

〔第1回〕①7月23 日困～25 脚＝ハケ崎市民センター②7月26 日出～29 日

脚＝六実市民センター③7 月30 日團～8 月1日脚＝常盤平市民センター、

各午前9 時～午後9 時( 最終日は正午まで)

〔第2回〕8月4日(月)～15 日脚( 土・日曜日を除く) ＝市役所1 階連絡通路、

午前8時30 分～午後5 時

内容広島・長崎の原爆写真ポスター、ユニセフの活動パネル、市内小

学生が描いた平和ポスター、松戸市原爆被爆者の会からの借用資料、市

民の皆さんから応募していただいた平和への短歌・俳句 司||柳　費用無

料

※各市民センターの初日の午前10 時から 、平和ビデオを上映します。

◆夏休み親子平和プラネタリウム鑑賞会

8月26 日㈹①午前11 時②午後1B30 分③午後3 時　会場市民会館プラ

ネタリウム室　内容プラネタリウムを通じでかけがえのない地球のすば

らしさ、平和の尊さ 、命の大切さを再認識する　 対象市内在住の親子

定員各先着ﾜO 人　費用無料

圃ﾜ 月ワ日(月)から、電話で総務企画本部総務課へ

博物館の催し物（21世紀の森と広場内） 384

-8181
～松戸では8時になったらおはなしタイム～

夏
休
み
親
子
映
画
会

絵本はじめの
いーっぽ

総務企画本部総務課c366-7305

◆親子平和バスツアー

8月５日㈹午前8時市役所地下玄関集合 、午後4時30 分解散予定　コー

ス市役所～「原爆の図」丸木美術館（埼玉県松山市）～昼食～埼玉県平

和資料館～市役所　内容平和に関する施設をバスで巡り 、戦争の記憶を

風化させることのないよう子供たちに伝えていく　対象市内在住の親子

定員先着40 人　費用無料

圃ツ月ワ日（月）から、電話で総務企画本部総務課へ
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県立松戸高等学校は、来年度

から芸術科（美術・工芸）が新

設され、共学校になります。

①一日体験入学＝8 月２日出午

前9 時～正午②実技講習会＝8 月

４日頤午前8B45 分～正午　対象

①普通科・芸術科とも②芸術科

受験を考えている人や中学1 ・2

年生で美術･工芸に関心のある人

臨県立松戸高校登341-1288
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用

紙

（
九

十

円

切

手

を

張

っ
た
返

信
用

封

筒

を

同

封

し

て
請

求
）

で

、

〒
2
7
0
－
0
0
0
6

松

戸

大

金

平

郵

便

局

留
　

松

戸

市

テ

ニ

ス

協

会

・
本

田

早

苗
（

登
0
9
0
・
６

６

５

０
・
3
6
3
4

）へ

【

】
松

戸

市

エ

ペ

フ

ェ

ン

シ

ン

グ

大

会

７
月

６

日

㈲
午

後

１

時

か

ら
　

会

場

柿

ノ
木

台

公

園

体

育

館
　

対

象

初

心

者

＝
高

校

生

以

上

、
経

験

者

＝

シ

ニ

ア
（
四

十

歳

以

上

）
　

春
用

千

円

※
道

具

は

各

自

用

意
し

て

く

だ

さ

い
。

圃

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス
で

松

戸

市

フ

ェ

ン

シ

ン

グ
鎔
汞
下

柳

原

晋
一
幽
3
8
4・
5

1
9
2

へ

［

］
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

７

月
1
9
日

出
午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

会
場

健
康

福

祉

会

館

内

容
松

戸
市

精

神

障

害

者

家

族

会

土

曜

会

会

員

に

よ

る

相

談

（
秘

密

厳

守
）
　

対

象

こ

こ

ろ

の

病

の

人

を

抱

え

る

家

族
　

費

用

無

料

※
同

日

・
同

時

問

に

電

話

相

談

受

付

。

相

談

室

直

通

登
3
8
3・
5
5
5
1

讖
ビ

オ

ラ
エ

房

登
3
3
1・
6
0
1
8

（
月

・
火

・
木

・
金

曜

日

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

）

［

］
愛

の

献

血

献

血

推

進

協

議

会

７

月

８

日

閃

午

前
1
0
時

～
1
1
1
1

時
4
5
分

午

後

１

時

～

４

時

会

場

价

尸
市

役

所

松

戸

婦

人

団

体

連

絡

会

７

月
1
1
1
1

日

窗

午

前
1
0
時

～

１１一
時
4
5
分

午

後

１

時

～

４

時

会

場

西

友

常

盤

平

店圜
保

健

福

祉

課

登
3
6
6・
7
4
8
7

［

］
青

少

年

会

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

７

月
1
2
日

出

午

後

６

時

～

８

時
　

会

場

青

少

年

会
館

樋

野

口

分

館
　

対

象

十

六

歳

以

上

の

人
　

持

ち

物

運

動

着

・
」
」

履

き
　

費

用

無

料

圃
当

日

会

場

で

固
青

少

年

会

館

登
3
4
4・
8
5
5
6

［

］
ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

７

月
1
2
日

出

午

後

６

時
3
0
分

か

ら

会

場

相

模

台
小

学

校

体

育

館
　

内

容

ス

ポ

ー

ツ

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

祭

の

予

選

対

象

本
庁

地
区

住

民

定

員

先

着

三

十

人

費
用

百
円

（
保

険

料

）

圃
当

日

会

場

で

固

体

育

指

導

委

員

・
坂

井

登
3
6
1・
０

８

［

］
オ

ー

バ

ー

フ

ォ

ー

テ

ィ

ー

バ

レ

ー

ボ

ー
・
ル

大

会

９

月

７

日

収
午

前

８

時
3
0
分

受

け

付

け

会

場
小

金
原

体

育

館

対

象

満
四

十

歳

以

上

で

市

内

在

住

の

家

庭

婦

人

持
ち

物

運
動

着

・
上

履

き

・

昼

食
　

費

用

一

人

六

百

円

圉

７

月
3
1
日

米

ま

で

に

、
電

話

で

武

藤

a
3
4
9・
3
6
8
2

へ

【

】
六

十

歳

か

ら

の

食

生

活

講

座

７

月
2
3
日

水

午

前
1
0
時

～

午

後

１

時

＝
講

話

（
自
分

の
食

生

活

を

点

検

）

と

調

理

実

習

、

７

月
2
5
日

原

午

前
1
0
時

～

正

午

＝
講

話

（
六

十

歳

か

ら

の

運

動

）

と

運

動

実

技
　

会

場

小

金

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

対

象

六

十

歳

以

上

の

市

内

在

住

で

二

口

間

出

席

で

き

る

人
　

定

員

先

着

二

十
人
　

費

用

無

料

圃

７

月

７

日

丱
午

前

９

時

か

ら

、

電

話

で

小

金

保

健

福

祉

セ

ン

タ

１

昔
3
4
6・
5

6
0
1

へ

「

」
家

族

ｓ

ｓ

Ｔ

教

室

７

月
2
6
日

出

、
８

月

２

日

出

・
2
3
日

出

・
3
0
日

圉

午

前
1
0
時

～

午

後

４

時

会
場
（

ピ

ネ

ス

馬

橋
　

内

容

精

神

医

療

に

関

す

る

知

識

な

ど
　

対

象

精
神

障

害

者

を

持

つ

家

族
　

費

用

一

回
千

五

百

円

瞑
Ｎ

Ｐ
ｏ

千

葉

精

神

保

健

福

祉
ネ

ッ
ト

石

川

昔
3
4
6・
5
6
9
3

教室名 日時 会場 対象/定員 費用 申し込み

カロ ーリ

ン グ 教 室

7/12 は）

午前9 時

～11 時

常 盤 平 体

育 館

小 学 生 以

上 の 人

先 着30 人

高 校 生 以 上

２１０円 、中

学 生 以 下52

円 （施 設 使

用 料 ）

ﾜ 月 ワ日 ㈲ か ら 、直

接 ま た は 電 話 で ス

ポ ー ツ 課(S363

－92 印 ） へ

フ ァ ミ リ

ー ス ポ ー

ツ 教 室

7/20(1日)

午 前9 時

～ 正 午

新 松戸 西

小 学 校 体

育 館
-

100 円 （保

険 料 ）

当 日 会 場 で （ 圖 体

育 指 導 委 員 ・ 宮 崎

S346-4327)

グ ラ ウ ン

ド ・ ゴ ル

フ教 室

7/20 ⑧

午前9 時

～ 正 午

新 松戸 西

小 学 校 -
100 円 （ｲ呆

険 料 ）

当 日 会 場 で （ 圜 体

育 指 導 委 員 ・ 松 本

昔3 引 －8820 ）

７
月
６
日
襾
開
催
の
次
の
会
場

は
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

六
実
第
三
小
学
校
土
（
実
小
学
校

圜
体
育
指
導
委
員
・
谷
畑

昔
3
8
5
・

［

］
朗

読

を

き

く

か

い

７

月

９

日

水
午

前
1
0
時

～
一
１１一
時
3
0
分

会
場

健
康

福

祉

会

館

内

容

朗
読

「
登

り

坂

下

り

坂

」

青

木

玉

著

ほ

か
　

対

象

障
害

者

手

帳

を

持

っ

て

い
る

人

お

よ

び

そ

れ

に

準

ず

る
人

（
付

き

添

い

の
人

と

一

緒

の

参

加

も

可

）
　

費

用

無

料

圖

健

康

福

祉

会

館

昔
3
8
3・
7
1
1
1

［

］
日

本

舞

踊

ゆ

か

た

ざ

ら

え

７
月
６
日

収
午

後
Ｏ
時
3
0分

開
演

会
場
常
盤
平

市
民
セ

ン
タ
ー
　

費
用
無

料固
坂
東

公
3
4
2
・
1
6
6
1

［

］
高

峰

山

に

高

嶺

の

花

を

探

ね

る

山

旅７
月
1
9日

出
午

前
６
時
新
松
戸

駅
前

集
合
（
午
後
８

時
3
0分
解
散
）
　

内
容

小

諸
市

の
高
峰
高

原
周
遊
と
高

山
植
物

の
観
察

対
象
六

十
歳

未
満
の
人
　

定

員
先
着
二

十
五
人
　

春
用

四

千
九
百
円

圉
電
話

で
山
遊
塾

・
永
田

登
0
9
0
・
８
８

０

３
・
8
3
4
6

へ

ス
ポ
ー
ツ

健
　
康

情　報催

し

物

県立松戸高校学校説明会

松
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
会
場
の
変
更

スポーツ教室



「

」
1
6ミ

リ

映

写

機

操

作

技

術

講

習

会

７
月
3
1
日

本

午

前
1
0
時

～

午

後

４

時

会

場

市

民

劇

場

対

象

十

六

歳

以

上

の

人
　

定

員
二

十

人
（
抽

選

）
　
費

用

無

料

※
車

で

の

来

場

は

ご

遠
慮

ぐ

だ

さ

い

。

圃

７

月
1
8
日

童
ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・
年

齢

・

電

話

番

好
を

記

入

し

て

、
一
１‐
2
7
1
－
8
5
8
8
　

教

育

委

員

会

社

会

教

育

課

市

民
文

化

係

（

昔

3
6
6
・
7
4
6
2

）
　へ

［
］
視

力

の

弱

い

児

童

対

象

「

夏

の

体

験

教

室

」

８
月
1
9
日

天

午

前

９

時
3
0
分

～

午

後

３

時

会

場

船

橋

車

果
部

公

民

館

内

容

視
覚

補
助

器

具

の
紹

介

や

体

験

と

保

護

者

や

関

係

者

の
教

育

相

談

会
　

定

員

先

着

三

十

人
　

費

用

無

料

※

学

校

で

は

、

乳

児

か

ら

成

人

ま

で

を

対

象

と

し

た

教

育

相

談

も

実

施

釧一
電

話

で

県

立

千

葉

盲

学

校

・
田

中

昔

0
4
3
・
4
2
2・
0
2
3
1

へ

柏

市

［
］
2
0
0
3

年

柏

ま

つ

り

７
月
2
6
日

出

・
2
7
日

収

午

後

２

時

～

９

時

会

場
柏

駅

周

辺

内

容

ミ
ュ

ー

ジ

ッ

ク
＆

花

自

動

車

パ

レ

ー
ド

・
柏

お

ど

り

コ

ン

テ

ス

ト

な

ど

膕

柏

ま

っ

り

実

行

委

員

会

昔
0
4
・
７

１

６

２

・
３

３

１
［
ａ

【
】
手

賀

沼

エ

コ

マ

ラ

ソ

ン

1
0月
2
6
囗

㈲
午

前
1
0
時

ス

タ

ー
ト

内

容

手

賀

沼

周

辺

約

二

十

一

丿
　

対

象

十

八
歳

以

上

で
（

Ｉ

フ

マ

ラ

ソ

ン

を

二

時

間

三

十

分

以

内

で

完

走

で

き

る
な

ど

定

員

先

着

七
千

人
　

費

用

三

千

五

百

円

「
」
毎

月

第

三

木

曜

日

は

普

通

救

命

講

習

の

日

（

応

急

手

当

の

基

本

コ

ー

ス

）

毎

月

第

三

木

曜

日

午

前

９

時

～

正

午

会

場

消

防

局

五

階

講

堂
　

内

容

成
人

へ

の
心

肺

蘇

生

法

・
止

血

法

定

輯

璋
月

先

着

五

十

人
　

春
用

無

料

吸
普

通

救

命

講

習

修

了

証

を

交

付

澎
奇

数

月

は

、

一

時

保

育

あ

り

（
開

催

日

の

十

日

前

ま

で

に

要

予

約

、

一

歳

十

ヵ

月

以

上

就

学
前

ま

で
　

春
用

お

や

つ

代

一

人

二

百

円

）

圃

７
月

７

日

囲

以

降

通

年

の
月

～

金

曜

日

（
祝

日

を

除

く

）

の
午

前

９

時

～

午

後

５
時

の

間

に

、

電

話

で

消

防

局

救

急

防

災

課

指
導

担

当

容
3
6
3・
1
1
1
6

へ

【
】
上

級

救

命

講

習

会

（

応

急

手

当

の

基

本

か

ら

応

用

ま

で

）

７
月
1
2
日

出
午

前

９

時

～

午

後

５

時

会

場

消

防

局

五

階

講

堂

内

容

い心
肺

蘇

生

法

・
止

血

法

・
搬

送

法
　

定

員

先

着

五

卜

人
　

費

用

無

料

※
上

級

救

命

講

習

修

了

証

を

交

付

圃

７
月

７

日

丱

午

前

９

時

～

午

後

５

時

の
問

に

、
電

話

で

消

防

局

救

急

防

災

課

指

導

担

当

昔
3
6
3・
1
1
1
6

へ

鬪
手

賀

沼

エ

コ

マ

ラ

ソ

ン

実

行

委
員

会

事

務

局

昔
0
4
・
７

１

６

７

・
8
3
4
5

野

田

市

【
】
野

田

市

・

関

宿

町

合

併

記

念

事

業

「

春

風

亭

小

朝

独

演

会

」
゛

８

月
1
0
日

㈲

午

後

２

時

開

演
　

会

場

野

田

市

文
化

会

館
　

入

場

料
三

千

円

他

圖

野

田

市

文

化

会

館

昔
0
4
・
7
1
2
4

［
］
野

田

み

こ

し

パ

レ

ー

ド

７
月
2
6
日

出

午

後

５

時

小

心

。
瑙

野

田

市

本
町

通

り
　

内

容

獅
子

み

こ

し

や
女

み

こ

し

な

ど

固

野

田

み

こ

し

パ
レ

ー
ド

実

行

委

員

会

登
0
4
・

７

１

２

２

・
３

５

８
［
ａ

【
】
野

田

夏

ま

つ

り

躍

り

七

夕

８

月

２

日

出

、

３

日

㈲

会

場

野

田

市

夲
町

通

り

周

辺

内

容

竹

飾

り

コ

ン

ク

ー
ル

・

お

ど

り

パ
レ

ー

ド

な

ど

圖

野

田
夏

ま

っ

り

躍

り

七

夕

実

行

委

員

会

昔
0
4
・

７

１

２

３

・
1
0
8
5

【
】
講

演

会

「

今

学

校

で

は
・：

～

養

護

学

校

で

の

実

践

報

告

～

」

８
月

３
日

㈲

午

後

１
時
3
0
分

～

４

時

会

場

市
民

会

館

内

容

Ｈ
冖
ｙ

の
ロ

ヲ

ロ

グ

ラ

ム

を
導

入

し

た

自

閉

症
児

学

級

で

の
取

り

組

み

の

様

子

ほ

か
　

費

用

千

円

圃

７

月
1
8
召

廁
ま

で

に

、

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

松

戸

市

自

閉

症
児

者

親

の

会

・
藤

枝

一`
3
4
0
・
4
7
8
5

（
午

後

８

時

以

降

）
、

深

田

囲
3
4
0・
0
2
6
7

へ

【
】
Ｓ

Ｅ
－

Ｔ

Ｏ

Ｋ

Ｕ

夏

期

保

育

大

学

７
月
2
6
日

山

午

前

９
時

～

午

後

４

時

会

場

聖

徳

大

学

講

演

臨

床

心

理

士

・

植

松

紀
子

氏
　

費

用

五

千

円

圃

パ

ン

フ

レ

ッ
ト

添

付

の

申

込

書

・
受

講

料

を

直

接

、

聖

徳

大

学

生

涯

学

習

課

（

登
3
6
5・
１

１

１

古
　

へ

［
］
講

習

会

「

チ

ャ

イ

ル

ド

シ

ー

ト

の

正

し

い

装

着

方

法

」

７
月
1
5
日

次
午

前
1
0
時
3
0
分

～
正

午

会

場

運

動

公

園

武

道

館

会

議

室
　

費

用

無

料

団

な

の
は

な

グ

ル

ー

プ

・
小

川

昔
3
6
7・

②IT学習支援コース（パソコンを
利用しての自主学習）
足員どU人　費拑無料

圃ﾜ月巧日㈹午前9時から、窓口また
は電話で受け付け（受付開始時間口定

員を超えた場合は窓口が優先）

【

】
松

戸

国

際

高

等

学

校

開

放

講

座

①

甲
国

語

旅
行

会

話
入

門

＝
９

月

６

口

～
1
2
月

６

日

の

土

曜

日

②

ヴ

ェ

イ

ト

リ

プ

デ
ィ

ン
グ

初

級

講

座

＝

９

月

６

日

～

1
2月
2
0
日

の
土

曜

口

①

②

と

も

全

十

回

時

間

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

松

戸

国

際

高

校

対

象

①

県
内

在

住

で

満

十

八

歳

以
Ｌ

②

県

内

在

住

で

中

学

生
以

上
　

定

員

各
三

十

人

（
抽

選

）
　

費
用

無

料

圃

７
月

Ｈ

日

囲

ま

で

に

、

所

定

の

申

込

用

紙

と

返

信

用

あ

て

名

を

記

人

し

た
（

ガ
キ

を

直
接

、
県

立

松

戸

国

際

高

校

開

放

講

座

事

務

局
（

登

誣

・
0
5
6
3

）
へ

［

］
我

孫

子

高

等

技

術

専

門

校

講

座

①

Ｅ

ｘ

ｃ

ｅ
－

入

門

＝

８
月

４

囗

襾

・

５

日

㈹

午
前

９

時

～

午

後

４

時
　

定

員

十

五

人
（
抽

選

）
　
費

用

九

百

七

十

六
円

②

Ｃ

Ａ

Ｄ

初

級

＝
８

月

７

日

本

・
８

日

蚩
午

前

９

時

～

午

後

４

時
　

定

員

十

人

（
抽

選

）
　

巷
甬

無

料

会

場

①

②

と

も

我

孫

壬

局
等

技

術

専

門

校
圖
我

孫

壬

咼
等

技

術

専

門

校

Ｓ

叫

・
７

１

８

４

・
6
4
1
1

期日 利用時間

8/ 2 圉
午 前9 時30 分 ～ 午 後O 時30 分

午後1時30 分～4時30 分

6冰〉午後6時～9時

22㈲ 午後6時～9時

23( 土)
午 前9 時30 分 ～ 午 後〇時30 分

午後1時30 分～4時30 分

24( 日)
午 前9 時30 分 ～ 午 後O[埓30 分

午後1時30 分～4Bt30 分

25㈲ 午後ら時～9時

28㈹ 午後6時～9時

①パソコン操作習得コース

時間午前9時30 分～午後4時30 分　対象

求職者　費用無料（テキスト代実費）
圃ﾜ 月10 日内午前9時から、「求職受付票」

持参の上、窓口で受け付け（受付開始時

圉に定員を超えた場合はその場で抽選）

講座名 期　日
初 め て の パ ソ コ ン 8/7 團・8 ㈲・9 圉

WORD&EXCEL 基
礎1

8/ 4:月卜5( 火卜6 圉
8/25( 月)・26 ㈹ ・27 ㈲

WORD&EXCEL 基
礎2

8/20 ㈲・21困・22㈲
8/28i 村 ・29 窗 ・30( 土)

圜 ①②とも 松戸 地域職 業訓練 セン ター( 松

戸市 小金 原1 の 陶 の3 、昔349 －3200

※受付当日は車での来所はご 遠慮＜ださい。

青少年会館報編集委員「ユース・プレス」講座

時間午後1時～4時　会場青少年会
館　内容青少年会館を拠点とした新
松戸ミニコミ紙を作る　講師日本機
関紙協会・芳野政明氏　対象中学生
以上30娥までの人優先　定員先着10
人　費用無料
圃電話で青少年会館S344-8556 へ

日時 内　　容

7/19 ㈹ 講師による講義と実践

8/ 2 圉 ネタをもちよリ取材計画

23 ① 取材に出かけよう

9/ 6圉 メ モと テ ープ を も と に 記 事 作 成

10/4 圉 記事校正と構成を考える

18出 ゲ ラ チ ェ ツ ク と まと め の 会

［

］
松

戸

矢

切

高

等

学

校

開

放

講

座

「

在

宅

介

護

入

門

」

８

月
2
2
囗

衝

心
一
日

市

・
2
4
日

㈲
〔
全

三

回

〕

午

前
1
0
時

～

午

後

４

時

会

場

恰

尸
火

切

高

校

内

容

在

宅

介

護

の

基

礎

的

な

知

識

と

技

術

を

学

ぶ

寉

貝
三

十

人
（
抽
選

）
　

費

用

三

百

円

圃

７

月

Ｈ

日

幽

ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
性

別

・
電

話

番

号

・
志

望

動

機

・
返

信

用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1
－
0
0
9
5

松

戸

市

中

矢

切

五

四
　

県

立
松

戸

火

切

高

校

開

放

講

座

係

（

昔
3
6
8・
4
7
4
1

）

へ

【

】
ガ

ラ

ス

よ

け

ネ

ッ

ト

の

配

布

ご
み

集

積

所

の

ガ
ラ

ス
よ

け

と

し

て

、

ゴ

ル

フ

練

習

場

か

ら

古

い
張

替

ネ

ッ

ト

の

寄

付

が
あ

り

ま

し

た

。

希

望

す

る

町

会

・
自

治

会

等

に

無
料

で
配

布

し

ま

す

。

配

布

枚

数

先

着

二

百

枚

（
一

町

会

一

枚

）

詈

礁
境

業

務

課

昔
3
6
6・
7
3
3
3

【

】
文

化

ホ

ー

ル

の

使

用

受

け

付

け

７

月

９

日

伽

午

前
1
0
時
3
0
分

か

ら

会

場
文

化

ホ

ー
ル
　

内

容

９

月
3
0
囗

㈹

～
1
2
月
2
7
卜
口
出
　

持

ち

物

使

用

料

・
社

会

教

育

関

係

団

体

登

録

証

（
該

当

団

体

の

み

）

固

文

化

ホ

ー

ル
a
3
6
7・
7
8
1
0

［

］
放

課

後

児

童

ク

ラ

ブ

常

勤

パ

ー

ト

指

導

員

を

募

集

勤

務

地

旭

ど

ん
ぐ

り

放

課

後

児

童

ク

ラ

ブ

（
旭

町

小

学

校

内

）

他
　

勤

務

時

間

平
口

三

時

間

程

度

（
夏

期

休

暇

期

間

の

み

で

も

可

）
　

時

給

八

百

円

固

他
松

戸

福

祉

会
（
八
景

台

保

育

園

内

）

・
衣

川

公
3
6
4・
7
8
0
2

（
午

前

９

時

～

午

後

１
時

）

［

］
市

立

病

院

小

児

心

臓

外

来

の

休

診

休

診

日

７

月
1
7
日

啝

・
1
8
日

窗

胆

市

立

病

院

小

児

科

外
来
a
3
6
3・
2
1

7
1

内

線

り乙
１

０

り乙

「
」
松

戸
・ｋ
↑

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

会

パ

ソ

コ

ン

講

座

①
孑

ン

タ

ー
ネ

ッ

ト

入

門

＝

７

月

８

日

天

・
1
5
日

天

・
2
2
日

天

午

後

３

時
3
0
分

～

５

時

〔
个

三

回

〕

②

Ｅ
ｘ

ｃ

ｅ
－

初

級

＝

７

月
1
0
日

米

・
1
7
日

米

・
2
4
日

困

午

前
1
0
時
3
0
分

～

正

午

［
全

三

回

］

①

②

と

も

会

場
文

化

ホ

ー
ル

ー
Ｔ

講

座

室
　

定

員

先

着

十

人
　

持

ち
物

筆

記

用

具
　

務
囹
ツ

千

円

圃

７

月

７

囗

囲

午

前

９

時

か
ら

、
電

話

で

松

戸

Ｉ

Ｔ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

会

。。
3
6
7

・
8
8
8
9

へ

「

」
重

度

心

身

障

害

者

医

療

費

助

成

の

窓

口

受

付

７

月

１

日

か
ら

、
各

支

所

に

お

い

て

重

度

心

身

障

害

者

医

療

費

助

成

の
窓

口

受

付

を

開

始

し

ま

し

た

。

固

障

害

福

祉

課

一`
3
6
6
・
7
3
4
8

［

］
固

定

資

産

（

家

屋

）

の

調

査

に

ご

協

力

を

平

成
1
5
年

中

に

新

築

・
増

改

築

さ

れ

た
家

屋

の
評

価

を
行

っ
て

い
ま

す

の

で

、

調

査

に

ご
協

力

く

だ

さ

い
。

ま

た

、

家

屋

の
取

り

壊

し

（
一

部

を

含

む

）

や
所

有

者

の

住

所

変

更

な

ど

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

ご

連

絡

く

だ

さ

い
。

圈

固
定

資

産

税

課

家

屋

係

登
3
6
6・
７

３

［

］
母

子

・

父

子

家

庭

に

医

療

費

を

助

成

（
所

得

制

限

あ

り

）

対

象

十

八

歳

未

満

の

児

童

を

扶

養

し

て

い
る

母

子

・
父

子

家

庭

の
親

子

、

ま

た

父

母

の

い

な

い
十

八

歳

未

満

の
児

童

を

扶

養

し

て

い

る

大

（
十

八

歳

に

な

っ

て

最

初

の

３

月
3
1
日

ま

で

対

象

）
　

手

続

に

必

要

な

も

の

①

平

成
1
5
年

度

所

得

証

明

書

（
市

民

税

課

発

行

）

ま

た

は
平

成
1
4
年

度

源

泉

徴

収

票

②

健
康

保

険

証

写

し

⑤

組
合

保

険

加

入

者

は
付

加

給

付

証

明

書

①
印

鑑

⑤

戸
籍

謄

本

お

よ

び

世

帯

全

員

記

載

の

住

民

票

（
父

子

家

庭

の

み

）
　

受

付

期
限

７
月
3
1
日

本

ま

で

受

付
場

所

児

童
福

祉
課

給

付

担

当

室

系
現

在

登
録

さ

れ

て

い

る
人

の

有

効

期

限

は

７

月
3
1
日

米
ま

で

で

す

。

圜
児

童

福

祉

課

昔
巓

・
7
3
4
7

［

］
ダ

ル

マ

菊

植

え

込

み

盆

養

菊

実

技

講

習

会

７

月
1
3
囗

㈲

午

後

１

時

～

３

時
　

会

場

運

動

公

園

談

話

室
　

費

用

材
料

費

実

費圜
千

松

菊

花

会
・
川

村

合
3
4
1
・
7
2
4
5

［

］
日

舞

新

舞

講

習

会

７
月

８
日

天

・

卜一
口

市
午

後

１

時

～

５

時

会
場

新
松

戸
市

民

セ

ン

タ

ー

内

容

初

心

者

に
も

習

得

で

き

ま

す

費

用

一
回

五

百

円

囿

扇

雅

会

・
藤

間

昔
3
4
6・
8
7
2
5

［
］
松

戸

市

営

住

宅

入

居

者

選

考

委

員

会７
月
1
0
日

水

午

後

１

時
3
0
分

か

ら

会

場

市
役

所

議

会

棟

三

階

特

別

委

員

会

室
　

傍

聴

定

員
先

着

十

人

※
会

議

事
項

の

う

ち

、

特
定

の

個

人

が

識

別

で

き

る
も

の

は

非

公

開

固

住
宅

課
住

宅

政

策

係

昔
3
6
6
・
7
3
6
6

【
】
大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

事

項

の

概

要

を

縦

覧

で

き

ま

す

対

象

店
舗

名
称

松

戸

パ

ー

ク

ビ

ル

恋
更

内

容
開

店

時

刻

お

よ

び

閉

店

時

刻

、

来

客

が

駐

車

場

を

利

用

す

る

こ

と

が
で

き

る
時

間

帯
　

縦

覧
期

限

９

月
2
4
口

伽

縦

覧

場
所

商
工

観

光
課

圖

商
工

観

光

課

公
3
6
6・
7
3
2
7

野鳥の巣にご注意を
4 月からﾜ 月頃は野鳥の子育てのシーズンです。スズメ、

ムクドリ 、セキレイ等は、家の戸袋や軒下に巣を作ること

があります。巣には 、ダニや雑菌が繁殖する場合がありま

すので、諞に触れる時には、ゴム手袋等を使うことをおす

すめし ます。

なお、巣に卵があったリヒナがいる場

合の撤去は 丁鳥獣保護法｣ で規制されて

いますので、卵やヒナがいないことを確

認してください。

圖都市整備本部企画管理宰a366ﾜ356

お

し

ら

せ

講
座
・
講
演

ぶらっと
東葛

パソコン講座（雇用・能力開発
機構千葉センター受託事業）



松戸市制施行６０周年・森のホール21 開館10 周年記念

８月４日㈲、森のホール21 で開催する小澤征爾・新

日本フィルコンサートの練習を、関係者のご好意によ

り、市内在住・在学の小学５・６年牛、中学生、高校生 。

に無料公開します。見学希望の人は、次の要領で応募

してください。　　　　　　　　　　　　　　卜

日時…８月４日明D午後３時～5BS30 分（予定）

会場…森のホール21 大ホール

対象…市内在住・在学の人（次の人以外は応募できま=

せん）①小学５年生・６年生②中学生③高校生

募集人数…1,000 人（応募者が多数の場合は抽選になります）

入場料･･･無料｡……･…　　…………j　　　　　　　　　　　=ﾕ

応募方法…７月１５日叫 〔必着〕までに，官製往復八=ガ キに住所・氏名・年

齠卜 学校名 ，学年,･ 電話番号・返信用あて名を（1 枚のハガキに２人まで，

２人で申･し込み必場合142 人とも）記入し，〒a フｔ〕-2252 松戸市千駄堀

６４６ぬ４ 蜊 炉 市文佃 辰男!財団・小澤征爾・薪日本フィル公開練習見学係

（ｓ３８４－２２２１）,にお申し込みください。結果は返信ハガキで通知します。

※対象以外の人（保護者，4付添者等）は入場はできません。

嚠主輝ハガキ以外の申,し込みは受け付けません。　　 レ

物

ア

コ

ー

ス

テ

イ

ッ

ク

ギ

タ

ー

（

持

っ

て

い

な

い

人

は

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

）
　

費

用

無

料圃
電

話

で

青

少

年

会

館

容
3
4
4・

8
5
5
6

へ

７

月
2
2
日

・
2
9
日

、

８

月

５

日

・

1
9日

、

９

月

２

日

・
1
6
日

・
3
0
日

、

1
0月
!
4
日

・
2
8
日

の
火

曜

日

午

後

５

時
3
0
分

～

７

時

と

‥
1
1
1
1

月

３

日

㈲

開

催

の
青

少

年

会

館

文

化

祭

に

参

加

〔
全

十

回

〕
　

会

場

肯
少

年

会

館
　

講

師

島

田

文

男

氏

（

ミ

ュ

ー

ジ

シ

ャ

ン

、

Ｅ
－

Ｊ

Ａ

Ｍ

実

行

委

員

長

）
　

対

象

ギ

タ

ー

初

心

者

の
中

学

生

～

十

八

歳

以

下

の

人
　

定

蕀

无

着

十

人
　

持

ち

パークセンター催し物

講座名 日　時 講　師 対象/定員 費用

み ど り の 講 習 会 「 家 庭 で

楽 し む バ ラ の 手 入 れ」

7/16  W 午 前10 時

～ 正 午

バ ラ 研 究 家 ・ 岩 浪

孝 氏
60人 無料

園 芸 教 室 「 多 肉 植 物 の 夕

ペ ス ト リ ー 」

7/21 ㈲ 午 後1 ㈲3C

分 ～3 時

みど り の 相 談 員 ・

丸 尾 三 恵 子 氏
30人 2,000 円

み ど り の 講 習 会 「 和 風 寄

せ 鉢 と コ ケ 玉 づ く り 」

7/30 ㈲ 午 前10 時

～ 正 午

園 芸 研 究 家 ・中 川

宏 子 氏
30人 1,500 円

自 然 観 察 会 「夏 の 昆 虫 観

察 会 」

8/2 圉 午 前10 時 ～

正 午

プ ロ ナ チ ユラ リ ス

ト ・佐 々 木 洋氏

小 学 生

/30 人
無料

森 の クラ フ ト 教 室 「ひ よ

う た ん 作 品 づ く り ｜

8/9 圉 午 後1 時 ～3

日寺
松戸瓢箪村

当日受 付

30 人 無料

市役所本庁舎では夏の電力不足に備元、|業務用緊急日寺調整契約」を

締結し 、東電から緊急の要請があった場合に限り､ 本庁舎の冷房を午後

2眄から停止することにしました。

地域の電力確保に少しでも役立てばとの考えから実施いたしますの

で、来庁される皆さんには大変なご迷惑をおかけすることになります

が、ご理解とご協力をお願いします。

固管財課庁舎管理係S366  ―ﾜ316

で
足
を
運
ぶ
人
が
少
な
い
の
が
現

状
だ
。
そ
こ
で
も
っ
と
、
矢
切
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

街

を

Ｐ

Ｒ

す

る
と

い
う

こ

と

は

、

画

期

的
な

こ

と

。

絶
対

に

成

功

さ

せ

た

い
」

と

目

を

輝

か
せ

る
荒
井

さ

ん

。

誰

か
に

依
存

す

る
の
で
は

な
く

、

荒
井

雅
史

さ
ん

が
、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

行

っ

て

い
る

も

の

で

あ

る
。

矢

切

に

は

全

国

的

に

名

を

知

ら

れ

て

い

る

「
矢

切

の

渡
し

」

や

「
野

菊

の

墓

文

学

碑

」

な

ど

、

観

光

名

所

が

あ

る

が
、

そ

こ

ま

6月22 日、市民活動サポート センター

で行われたビ ールづくりで

区

が
合
同

で
、

両

地

区

の
歴

史

や
文

化

の
魅
力

を
知

っ

て

も
ら

お
う
と
「
国

府

台

・
矢

切
」

街

回

遊

展

（
巡

回

バ

ス

の
運

行

）

を
行

う

予

定

だ

。

「
松

戸

市

や
市

川

市

と

い
う
行

政

の

枠

を

外

し

て

、

昨

年

か

ら
年

に

二

回

（
春

と

秋

計

六

ヵ
月

問

の
日

曜
日

・
祝

日

）
、

矢

切

周

辺

の
観

光

名
所

を

巡

る
バ

ス

が
無

料

で
運

行

し

て

い

る
。

こ

れ
は

、
矢

切

で
書

店

を

経
営

す

る

巡
回
バ
ス
は
、
松
戸
だ
け
で
な

く
、
近
隣
の
巾
町
村
か
ら
も
評
判

が
い
い
と
い
う
。
荒
井
さ
ん
の
バ

ス
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
今
月
の

中
旬
に
市
川
市
国
府
台
と
矢
切
地

自

分

た
ち

で

街

づ
く

り

を

行

い
た

い
と

い
う

思

い
か

ら
、

今

年

の
四

月

に

「
Ｎ

Ｐ

Ｏ

法
人

矢

切

郷

タ

ウ

ン

ミ

ー

テ
ィ

ン

グ
」

を

立

ち
上

げ

た

。

主

な
活

動

は

、
無

料

巡

回

バ

ス

以
外

に

も

手

も

み

の
お

茶

作
り

や

、

地

ビ

ー
ル

作
り

、

ペ
ッ

ト

ボ

ト

ル

ロ

ケ

ッ
ト
人

会

、

矢

切

ネ

ギ

の

試

食
会

な

ど

多

岐
に

わ

た
り

楽

し

め

る
内

容

だ

。
会

員

は

皆

、
荒

井

さ
ん

の
人
柄

と
熱
意

に
引

か
れ

、

集

ま

っ

た

。
８

月

に

開
催

さ

れ

る

矢

切

ビ

ー
ル

ま

つ

り

で

は
、

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア
で

清

掃
活

動

も

行
う

。

ま

た

、
矢

切

の

渡
し

の
近

く

に

憩

い

の
場

が

あ

っ
た
方

が
良

い
の

で

は

、

と

い
う

考

え

か

ら
、「
矢

切

パ
ス

フ

ァ

ー

ム
」

を
作

っ
た

。

も

と

も

と

ゴ

ミ
置

き

場

だ

っ
た

場

所

に
、

花

壇

を
作

り

、
休

憩

所

を

設

置

し

て

、

お
茶

の
栽

培

や
、

巡

回

バ
ス

の
運
行

囗

に

は

、

地
元

の

野

菜

や

ラ
ム

ネ
等

の

販

売
を

行

う

。

学
生

時

代

か
ら

、

街

づ
く

り

に

興
味

が
あ

っ

た
荒

井

さ

ん

は
、

都

市

開

発

の
会

社

に

勤

め

て

い
た

時

ＮＰＯ法人

矢切郷タウンミーティング

郷
土
の
魅
力
を

に

は

、
港

区

六

本
木

の
街

づ
く

り

も

手

掛
け

た

こ

と

が
あ

る

。
書

店

を

開

い
た
き

っ
か
け

も

「

街

に
本

屋

さ

ん

が
な

い
の

は
、

寂

し

い
と

思

っ
た

か
ら

」

と

、
地

域

に

対
す

る
強

い
想

い

が
う

か
が
え

る

。

「

自
分

の
活

動

を
通

し

て

、
街

に

大

が
集
ま

る
よ
う

に

な

り

、
ま

た

、

人

の
輪

が
広

が

っ
た

こ

と
は

何

よ

り

も
う

れ
し

い
」
と

微

笑

む

。

荒

井

さ

ん

の

活

動

に

よ

っ
て

、

今

後

も

た
く

さ
ん

の
大

と

大

と

の

「
和

」

が
結

ば
れ

て

い
く

だ

ろ
う

。

（
下

矢

切

在

勤

）

森のホール21 チケットセンター

0384 ―3331  (午前10 時～午後（7㈲　月曜休み）
URL･ ‥http  / ｗｗｗ.morinoha!l21.ｃｏｍ/

会場…いずれも大ホール

期日 内　　容 開 演時 間 料　金

8/24
(日)

お か あ さ ん とい っ し よ

ぐ － チ コ コ ラ ン タ ン が や っ て き た

出 演 坂 田あ ざ む 、瀧 本 瞳 ほ か

午 後IE 持

30 分

午 後4 時

全 席 指 定

2,000 円

※1 歳 以 上 有 料

8/29
窗

四 代 目 尾 上 松 緑 襲 名 披 露　 松 竹 大 歌 舞 伎

出 演 市 川 慝 十 郎 、市 川 團 蔵 ほ か 午後2時

1階 席6,000 円

2 階 席5,000 円

3 階 席3,000 円

8/30
丗

ヴ ォ ー カ ル ・ サ ン プ リ ン グ （キ ュ ー バ が 生

ん だら人 組 の ア ・力 ぺう ・グ ル ープ ）
午 後6 時

Ｓ席5,000 円

Ａ席4,000 円

9/ 5

廊

宝 く じ 文 化 公 演 り 左藤 し の ぶ ソ プ ラ ノ リ サ

イ タ ルwith N 響 ア ン サ ン ブ ル

曲 目 プ ッ チ ー ニ ／ あ る 贖 れ た 日 に ぽ か
午後ﾜ時

全席指定
3,000円

9/23
臈

千 住 真 理 子 ＆五 月 女 智 恵 ＆ ニ ュ ー フ ィ ル 千

葉 名 曲 コ ン サ ー ト

第1 部 オ ペ ラ 名 曲 集　 第2 部 管 弦 楽 名 曲 集
午後2時

Ｓ席4,000 円
Ａ席3,000 円

Ｂ席2,000 円

10/29

㈲

宝 塚 歌 劇 花 組 松 戸 公 演

ミ ュ ー ジ カ ル ロ マ ン「琥 珀 色 の 雨 に ぬ れ て 」

レ ビ ュ ー ・ア ラ モ ー ド 「Cocktail 」

一 般 発 売 …8 月９日出 、ピ ノ メ イ ト 先 行 発 売

‥･昼 の 部 ＝8 月６日収 、夜 の 部 ＝8 月１日 記

昼 の 部

午 後2 時

夜 の 部

午 後6 時

Ｓ席6,500 円

Ａ席5,000 円

12/ 6

丗

秋 山 和 慶 ＆ 中 村 繻 子 ＆ 東 京 交 響 楽 団　 松 戸

公 演

曲 目 ド ヴ ォル ザ ー ク ／ 交 響 曲 第9 番 ホ 短 調

《新 世 界 よ り 》、ベ ー ト ー ヴ ェ ン ／ ピ ア ノ 協

奏 曲 第5 番 変 ホ 長 調 《皇 帝 》 ほ か

午 後5 時

Ｓ 席5,500 円

Ａ 席4,500 円

Ｂ 席3,500 円

Ｃ 席2,500 円

Ｄ 席1,500 円

12/21

(日)

綾 戸 智 絵 コ ン サ ー ト

一 般 発 売 …ﾜ 月26 日 仕)、ピ ノ メ イ ト 先 行発

売 …ﾜ 月18 囗廊

午 後5 時
Ｓ 席6,000 円

Ａ 席4,000 円

江戸川左岸サイクリングロード
サイクリング ロー

ド つて、な に？

江戸川 左岸堤防

の上にある ア スフ

ァルト舗装された 、

自転車 や散歩 する

人のた めの道路 で

す。

自動車やオートバイは通行できません。

みんなで楽し＜、そしてルールを守って利用しま

しょう。

サイクリングロ－ドつて、どこにあるの？

江戸川沿いに、松戸

市から野田市までの延

長約40Km あります。

堤防の上にあるため

見箘らしがよく空気も

おいしいので、ご家族

やお一人での散歩にも

楽しめてリフレッシュ

のできる場所です。

詳しくは位置図をご

覧＜ださい。

同千葉県東葛飾土木事務所≪364-5136
URL …h廿p://www.pref. chiba.jp/doboku/
04toukatu

衛
生
会
館
所
在
・：

竹
ヶ
花
四
五
の
五
三

◆テレホン案内サービス　Q366-0010
〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅当

直医、夜間急病診療所､休日土曜日夜間歯

科診療所等)を案内〕

平日 午後八時30分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　　　S368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～Ｕ時

◆休日土曜日夜間歯科診療所S365-3430
衛牛今鍠内　牛捨Ｒ勝～11時

人 口　472,049 人　　 〔十　　340 〕

男　237,163 人　　 〔十　　164 〕

女　234,886 人　　 〔十　　176 〕

世帯　191.083世帯 　[＋　273]

口

内
は
前
月
比

※平成12 年度国 勢調査の確定値を基準として

集計した常住人口です。

人
ひと

8/ ４(月) 公 開 練 習

森のホール21

チケットガイド

東電の要請があれば４２％の節電（緊急追加措置）

人口と世帯（6月1日現在）

救急医療体制

小 澤 征 

爾
新日本フィルコンサート
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電話でパークセンター登345-8900 へ（午前9時～午後5時、先着順）

代表 荒井　雅史 さん

位 置 図


